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生産性
向上

eポートフォリオがつなぐ

▼
動
き
な
が
ら
学
び
な
が
ら

　新
た
な
価
値
を
探
す
時
代

▼「
行
動
」か
ら
築
く

　主
体
的
・
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア

▼
大
学
は
行
動
の
積
み
重
ね
を

　評
価
し
大
き
く
育
て
る

入試改革に向けての検討、取り組みが進む中、
「主体性等」の評価について頭を悩ます大学が多いのではないだろうか。

「主体性等」は入試で測るだけでなく、大学の教育の中でさらに伸ばしていくことも必要だ。
しかし、そもそもなぜ「主体性等」なのか？ その背景からひもとくことで、よりよい解決策を探る。

高
等
教
育

高
校
ま
で
の

教
育
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け
止
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、
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づ
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年
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改
革
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び
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働
き
続
け
る

「主体性等 」 の評価と育成

「
人
生
1
0
0
年

時
代
」に

求
め
ら
れ
る
力
と

教
育
へ
の
期
待

「
主
体
性
等
」を

ど
う
測
る
か
？

「
主
体
性
等
」を

ど
う
育
て
る
か
？

課
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課
題
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第４次
産業革命
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多様性

AI

初
等
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学
力
の
３
要
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を

育
成

学びや行動の蓄積                      振り返り
e- portfolio
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「人生100年時代の社会人基礎力」のイメージ
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「
あ
な
た
は
ど
う
生
き
た
い
で
す
か
」

そ
の
答
え
は
、行
動
履
歴
の
中
に
あ
る

産
業
構
造
の
転
換
や
人
口
減
は
ど
ん
な
未
来
を
も
た
ら
し
、必
要
な
人
材
要
件
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。「
主
体
性
等
」の
評
価
・
育
成
の
前
提
と
な
る
、環
境
変
化
と

大
学
の
役
割
に
つ
い
て
、産
業
人
材
政
策
を
担
う
経
済
産
業
省
の
担
当
官
に
聞
く
。

問題提起
　
私
た
ち
の
働
き
方
や
生
き
方
は
今
、

変
化
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。
主
な

要
因
の
一
つ
は
、
第
４
次
産
業
革
命
。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
発
展
に
よ
り
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
創
造
的
、
革

新
的
な
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
で
き

る
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
目
標

を
定
め
て
綿
密
に
工
程
を
練
り
、
計
画

的
に
仕
事
に
当
た
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ォ
ー
ル
型
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

も
は
や
過
去
の
も
の
。
こ
れ
か
ら
は
ア

イ
デ
ア
を
形
に
し
て
ま
ず
世
に
問
い
、

使
い
な
が
ら
改
善
し
て
い
く
「
ア
ジ
ャ

イ
ル
型
」
が
主
流
に
な
る
で
し
ょ
う
。

頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
ず
と
に
か
く
手
を

動
か
し
て
み
る
、
と
い
う
タ
イ
プ
の
人

材
を
育
て
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
は
、
人
口

構
造
の
変
化
で
す
。
日
本
の
人
口
は
確

実
に
減
少
し
ま
す
。
社
会
を
維
持
す
る

に
は
、
生
産
性
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
は
、
日
本
の
生
産
性
を
下

げ
て
い
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
働

い
て
い
る
人
の
＊
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

が
低
い
こ
と
。
自
分
が
社
会
に
ど
の
よ

う
に
貢
献
す
る
か
が
明
確
に
な
っ
て
お

ら
ず
、楽
し
く
働
け
て
い
な
い
の
で
す
。

　
同
時
に
、
多
く
の
人
が
１
０
０
歳
前

後
ま
で
生
き
る
人
生
１
０
０
年
時
代
も

目
の
前
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
「
60
歳

で
定
年
」
で
は
社
会
が
立
ち
行
き
ま
せ

ん
。
高
齢
者
も
社
会
と
リ
ン
ク
し
、
価

値
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
す
。
数
年
で
圧
倒
的
に
変
化

す
る
世
の
中
で
高
齢
ま
で
働

き
続
け
る
と
な
る
と
、
常
に
学

び
続
け
、
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
取

り
込
む
人
が
活
躍
す
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
、
人
材
を
評

価
す
る
基
準
は
、
資
格
、
学
歴
や
ス
キ

ル
、
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
も
含
む
、
広
い

意
味
で
の
「
知
識
」
で
し
た
。
し
か
し
、

未
来
が
不
確
実
で
、
創
造
性
を
発
揮
し

て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
代
に
、
知
識
以
上
に
求
め

ら
れ
る
の
は
「
行
動
」
と
、
行
動
を
通

し
て
得
ら
れ
る
目
的
意
識
や
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
産
業
構
造
や
就
業
構
造
の

変
化
と
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
つ

つ
あ
る
中
で
、
学
び
続
け
る
こ
と
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
経
済
産
業
省
で
は
約
1
0

年
前
に
提
唱
し
た
「
社
会
人
基
礎
力
」

を
見
直
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
長
く
な
る
個
人
の
企
業
・
組
織
・
社

会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
各
段
階
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
自
分
が
ど
う
活
躍
す
る
の
か
、
そ

の
た
め
に
何
を
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の

か
―
―
す
な
わ
ち
、
目
的
・
学
び
・
組

み
合
わ
せ
の
３
つ
の
視
点
で
、
自
律
的

な
キ
ャ
リ
ア
を
実
践
の
中
で
築
い
て
い

く
「
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が

求
め
ら
れ
、
ま
た
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
つ

の
視
点
は
相
互
に
補
完
し
合
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
目
的
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
と

り
あ
え
ず
学
ん
だ
り
、
誰
か
と
協
働
し

た
り
す
れ
ば
い
い
。
３
つ
の
視
点
の
ど

れ
か
１
つ
に
注
目
す
れ
ば
、
他
の
２
つ

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
実
際
に
企
業
で
は
、
新
し
い
採
用
の

し
く
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
求
職
者

が
そ
れ
ま
で
の
行
動
履
歴（
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
）
を
公
開
し
、
そ
れ
を
評
価
し
た

企
業
が
オ
フ
ァ
ー
を
出
す
。
行
動
の
意

図
や
内
容
、
姿
勢
が
、
目
的
意
識
や
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
推
し
量
る
要
素
に
な

る
と
企
業
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　「
行
動
」
は
「
知
識
」
の
よ
う
に
、
短

期
間
で
も
が
ん
ば
れ
ば
身
に
付
く
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
積
み
重
ね
と
振
り

返
り
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
中
学
校
で

体
験
し
た
こ
と
を
そ
の
場
で
振
り
返
る

の
と
高
校
で
振
り
返
る
の
と
で
は
、
振

り
返
り
の
レ
ベ
ル
も
、
感
じ
る
こ
と
も

違
い
ま
す
。
進
ん
で
行
動
し
、
定
期
的

に
そ
の
履
歴
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自

分
に
足
り
な
い
も
の
、
自
分
の
あ
り
た

い
姿
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
こ
う
し
た
行
動
・
振
り
返

り
を
小
学
校
か
ら
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

で
積
み
重
ね
て
き
た
人
を
受
け
入
れ
、

社
会
へ
と
橋
渡
し
す
る
役
割
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
大
学
入
試
を
新
し

い
時
代
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
高
校
ま

で
の
教
育
課
程
に
変
化
を
促
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
に
は
受
験
生
が
ど
ん
な

行
動
を
し
て
何
を
得
て
き
た
の
か
、
積

み
重
ね
を
評
価
す
る
し
く
み
を
構
築
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
入
学
後
は
、
行
動
と
振
り
返

り
の
機
会
を
多
数
提
供
し
て
、
学
び
が

何
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
先

に
ど
う
い
う
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の

か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

学
生
が
将
来
を
描
き
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
学
内
の

人
材
だ
け
で
育
て
る
の
で
は
な
く
、
産

学
連
携
、
地
域
連
携
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
、多
様
な
人
を
巻
き
込
む
こ
と
が
、

学
生
の
目
的
意
識
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
育
成
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
入
試
や
就
職
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
校
で
も
社
会
で
も
、
体
験
は
、
未
来

を
考
え
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
よ

り
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
未
来
が
不
透
明
な
中
で
も
、
学
修

履
歴
や
行
動
履
歴
が
可
視
化
さ
れ
て
い

れ
ば
、
ど
こ
に
進
む
べ
き
な
の
か
が
見

え
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。「
ど
う
生

き
た
い
か
」
を
探
す
た
め
、
生
徒
・
学

生
も
私
た
ち
も
、
行
動
と
振
り
返
り
を

積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近年の働き方や生き方の変化

職務の無限定

長時間労働

年功序列

新卒一括採用

終身雇用

正規／非正規の格差

ＯＪＴ中心

仕事と家庭の峻別

他律的キャリアの受容

妥協・忍耐

これまで Work for Life

人口減少 人生100年

生産性が置き去り
IoT時代に通用しないスキル
学び直しの機会の未整備

人手不足の深刻化
人材流動性の低さ

専門性の追求

生産性の向上

成果による評価

多様な働き手の参加

労働移動の円滑化

人材の最適活用

Off-JTの活用

仕事と家庭の両立

自律的キャリア形成

モチベーションの維持

社会人基礎力

専門
スキル

社内
スキル

キャリア意識、マインド

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

年　齢

・社会人としての基礎スキル
・初期に身に付けておく必要

・職場によって異なる

専門
スキル

社内
スキル

学びながら働く ～人生１００年時代のキャリア

働き方や生き方 働き方や生き方

業界等の
特性に応じた
能力

（絶えず学び
直しが必要）

社会人として
の共通能力

（随時メンテナ
ンスが必要）・全ての基盤

・絶えず持ち続けることが必要

・人材としての
付加価値の源泉

・絶えず新たなスキルの獲得
やアップデートが必要

これから Work as Life第４次産業革命による
急激な産業構造の変化

＊個人と組織の成長が連動し、互いに影響し合える関係

動
き
な
が
ら
、学
び
な
が
ら

新
た
な
価
値
を
探
す
時
代
へ

「
行
動
」の
積
み
重
ね
を
評
価
し

さ
ら
に
大
き
く
育
て
る
場
に

「
行
動
」を
通
し
て
築
く

主
体
的・自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア

取材・文／児山雄介　撮影／坂井公秋

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」に

求
め
ら
れ
る
力
と
大
学
へ
の
期
待

経済産業省 経済産業政策局
産業人材政策室 室長補佐

橋本賢二
はしもとけんじ●2007年人事
院に入職、2015年から経済産
業省に出向し、第４次産業革命
や、教育改革の動きを踏まえなが
ら、産業界の成長に資する人材
育成施策を担当。

前に踏み出す力
主体性、働きかけ力、

実行力

考え抜く力
課題発見力、計画力、

想像力

チームで働く力
発信力、傾聴力、柔軟性、

情況把握力、規律性、
ストレスコントロール力

どう活躍するか
【目的】

何を学ぶか
【学び】

学び続けることを学ぶ

どのように学ぶか
【組合せ】

３つの視点

これまでの社会人基礎力
（３つの能力／12の能力要素）

新しい社会人基礎力

自己実現や社会貢献
に向けて行動する

多様な体験・経験や能力
を組み合わせる

※いずれも経済産業省提供資料より作成
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体
性
等
」の
評
価
の
し
く
み
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 「主体性等」をどう測るか？課題1

〜
文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業(

主
体
性
等
分
野
）進
捗
報
告
か
ら

Ｑ
＆
Ａ

「
主
体
性
等
」
を
測
る
入
試
の
課
題

Ｑ
そ
も
そ
も
「
主
体
性
等
分

野
委
託
事
業
」と
は
何
か
？

め
、
調
査
書
や
志
願
者
本
人
が
記
載
す

る
資
料
等
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
A
O
・
推
薦
入

試
で
の
取
り
組
み
を
生
か
し
て
、
一
般

入
試
で
の
評
価
の
検
討
も
さ
れ
た
い
。

A 

受
験
者
数
が
多
い
入
試
方
式

で
の
評
価
が
課
題
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
多
く
の
受
験
生
を
短
期
間

に
選
抜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
入

試
で
「
主
体
性
等
」
を
ど
う
評
価
す
る

か
が
大
き
な
課
題
だ
【
図
表
３
】
。
受

験
生
の
「
主
体
性
等
」
の
情
報
を
現
行

の
調
査
書
で
見
る
場
合
、
紙
の
た
め
、

大
学
が
情
報
を
整
理
す
る
に
は
多
大
な

時
間
が
か
か
る
。
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
資
格
や

検
定
、
顕
彰
等
の
項
目
に
つ
い
て
は
よ

り
多
く
の
情
報
が
収
集
で
き
、
整
理
の

時
間
短
縮
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
他
、

受
験
生
が
提
出
す
る
書
類
も
、
手
書
き

よ
り
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
ほ
う
が
読
み

や
す
く
、
面
接
等
の
基
礎
資
料
と
し
て

の
配
付
も
容
易
に
な
る
。
シ
ス
テ
ム
的

な
評
価
処
理
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

年
間
。
３
年
目
に
あ
た
る
本
年
は
、「
主

体
性
等
」
の
評
価
尺
度
・
基
準
の
開
発

と
同
時
に
、JA

PA
N

 e-Portfolio

（
以

下
J
e
P
、
P
．
10
参
照
）
を
使
っ
た

I
C
T
活
用
に
よ
る
入
試
モ
デ
ル
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

A 

今
後
は
一
般
入
試
で
も
「
主
体

性
等
」の
評
価
が
求
め
ら
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
度
か
ら
の
新
た
な
入
試

の
ル
ー
ル
で
は
、
一
般
選
抜
に
お
い
て

「
筆
記
試
験
に
加
え
、
『
主
体
性
を

持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ

態
度
』
を
よ
り
積
極
的
に
評
価
す
る
た

A 

大
学
入
試
に
お
け
る「
主
体
性

等
」
の
評
価
手
法
を
調
査
研
究
す

る
文
科
省
か
ら
の
委
託
事
業
。

　
学
力
の
３
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
主

体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し

て
学
ぶ
態
度
」（
以
下
、「
主
体
性
等
」）

を
、「
入
試
で
よ
り
適
切
に
評
価
す
る

面
接
や
書
類
審
査
等
、
教
科
・
科
目
に

よ
ら
な
い
評
価
手
法
の
調
査
研
究
」
に

取
り
組
む
事
業
。
関
西
学
院
大
学
を
代

表
に
８
大
学
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
文
科
省
に
委
託
さ
れ
取
り
組
ん

で
い
る
【
図
表
１
】。

　
事
業
期
間
は
2
0
1
6
年
か
ら
の
３

　これまでの大学入試は短期間に多くの受験生を集めての、
一点刻みの学力検査を中心に行ってきました。しかし、国立大
学でも推薦＋AO比率を３割に増やすことが打ち出され、さらに
一般入試と推薦＋AOの比率を逆転させるという大学も出てき
ました。これは、志望する大学で学ぶ意欲や、学びに向かう力な
ど、一人ひとりの受験生の能力を見つめるような選抜が今後の
入試の主役になる流れです。各大学は、DP、CPに基づき策定
したAPにしたがって、「生徒に求める能力」や「何をどう評価す
るのか」を明示したうえで、これまでの「公平性・客観性」から「妥
当性・信頼性」の入試に転換し、それぞれ特色ある学びを志す、
大学進学への明確な目的をもった生徒の確保をめざすようにな
ることでしょう。

　コンソーシアムでは、「主体性等」の評価基準の開発に取り
組んでいますが、主体性の定義は非常に難しいものです。そ

こで、コンソーシアムでは、新しい学習指導要領等がめざす姿
として示された「学びに向かう力・人間性」（主体的に学習に
取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を
統制する能力、自らの思考のプロセス等を客観的に捉える力」
など、いわゆる「メタ認知」に関わるもの）を「主体性等」とし
てとらえ、調査・研究を進めています【図表２】。こうした能力を
評価するために本事業では、JAPAN e-Portfolio（JeP）を開
発しています。このしくみにより、高等学校における生徒の活動
の成果はもちろん、プロセスにおける気づきなどを蓄積し、これ
らを大学入試において評価しようと考えています。
　現在はJePを実際に使ってみる実証事業に取り組んでいます。
慎重に進めるべき案件ではありますが、時代が変わるスピード
が速く新しい学びや選抜に対応するために、スタートさせること
としました。多くの高校、大学に参加していただき意見を頂戴
してJePをよりよいものにしていくことが、本事業の意義であると考
えています。多くの生徒の活用を期待しています。

学びに向かう力を測り、選抜する

「主体性等」評価にポートフォリオが果たす役割

関西学院大学
高大接続センター次長

尾木義久

「主体性等」の評価で問われる
大学の主体性とポリシー

代表校に聞く！

おぎよしひさ●1988年関西学院大学
法学部卒業。1993年より学校法人関西
学院専任職員。入試部入試課長・ＡＯ入
試課長等を歴任し、現在に至る。

次期学習指導要領で重視されている資質・能力【図表２】

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

大阪大学　関西学院大学（代表校）　神戸大学　関西大学
早稲田大学　大阪教育大学　同志社大学　立命館大学

学力の3要素の「主体性等」をより適切に評価するため、教育委員会、高等学校等と連携し、
①調査書・提出書類や面接等を実践的に活用する方法、②高校段階でのeポートフォリオと
インターネットによる出願のシステムの構築、③「主体性等」の評価尺度・基準の開発等を行う。

主体性等分野委託事業の概要【図表１】

教育委員会・高等学校・予備校 事業者 各大学
共同開発 共同開発

参加・成果の活用

成果を活用 主催・運営

SGH甲子園
「臨床的」研究のための
生徒の成果発表の場

成果の普及活動
フォーラム・地域コンソーシアム

大学直接訪問

活用

活
用

活
用

参
加

課
題
の
調
査

共同開発

高校eポートフォリオ、調査書のディジタル化モデル、
大学ネット出願システム・判定システム

＊同事業資料等を基に作成

＊１　全国スーパーグローバルハイスクール課題研究発表会

文
部
科
学
省緊

密
連
携

活
用

主催・運営

成果2
ICT活用による
入試モデルの構築

一般入試では「主体性等」の評価が難しい【図表3】

1

2

3

AO・推薦
71％

「主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度」を評価できて
いる入試名称・評価方法は？

「主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度」を評価すること
が困難な入試名称・評価方法は？

現行の調査書に記載の項目
のうち、「主体性等」の評価に
活用できる項目はありますか？

一般
11％

一般・センター
利用入試
71％ 活用

できない
41％

＊各大学の入学者選抜改革における課題の調査分析（コンソーシアム調べ。2016年10～12月実施。回答実績数604校）

学
力
の
３
要
素
の
一
つ
で
あ
る「
主
体
性
等
」を
ど
う
入
試
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
か
？

文
科
省
や「
主
体
性
等
分
野
委
託
事
業
」の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
学
へ
の
取
材
を
ふ
ま
え
、課
題
の
解
決
策
を
探
る
。

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
？

課
題
１

「主体性等」の
評価尺度・基準の開発

成果1

「
主
体
性
等
」を
ど
う
測
る
か
？

Ｑ
「
主
体
性
等
」の
評
価
は

A
O
・
推
薦
入
試
で
行
え

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
？

Ｑ
入
試
に
お
け
る「
主
体
性

等
」評
価
の
課
題
は
？

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
　方策等について（答申）」より

活用
できる
47％

ジ
ェ
ッ
プ

＊１



2018 3-42018 3-4

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

9 8

「
主
体
性
等
」を
入
試
で
測
る
に
は
？

Ｑ
一
般
入
試
で
の
評
価
モ
デ

ル
は
な
い
か
？

Ｑ
何
を
ど
の
順
番
で
検
討

す
べ
き
か
？

を
合
わ
せ
て
合
否
判
定
を
行
う
。
い
ず

れ
も
募
集
要
項
へ
の
記
載
は
必
須
だ
。

A 

デ
ー
タ
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
き
検
討
を
。

　
や
る
べ
き
こ
と
は
4
つ
あ
る
。
ま

ず
①
こ
れ
ま
で
の
入
試
〜
入
学
後

デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
実
態
の
把
握

だ
。
自
学
で
伸
び
る
の
は
ど
ん
な
学

生
か
、
そ
の
学
生
を
適
切
に
選
抜
で

き
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　
そ
の
う
え
で
建
学
の
精
神
や
ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
き
、②
自
学
な
ら
で
は

の
「
主
体
性
等
」
を
測
る
た
め
の

評
価
項
目
を
決
め
、③
入
試
方
式
ご

と
の
「
主
体
性
等
」
の
重
み
づ
け
、

評
価
法
を
決
め
る
。
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
同
時
に
④「
主
体
性
等
」

の
情
報
を
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム
と

合
否
を
判
定
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
だ
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
自
前
で

一
か
ら
シ
ス
テ
ム
開
発
す
る
よ
り
、

J
e
P
等
に
参
加
し
て
使
え
る
も
の

は
使
っ
た
ほ
う
が
、
費
用
や
パ
ワ
ー

が
抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
者
は
各

大
学
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

A 

一
般
入
試
活
用
モ
デ
ル
は
大
き

く
３
つ
考
え
ら
れ
る【
図
表
４
】。

　
１
つ
目
は
「
出
願
基
準
」
と
し
て
設

定
す
る
方
法
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
の
提
示
と
共
に
出
願
基
準
と
な

る
要
件（
資
格
・
検
定
、留
学
経
験
、
大

会
出
場
経
験
等
）を
募
集
要
項
で
提
示

し
、
そ
の
要
件
を
満
た
す
者
を
共
通
テ

ス
ト
や
個
別
試
験
で
選
抜
す
る
方
法
だ
。

　
２
つ
目
は
、「
ス
コ
ア
化
し
て
学
力

試
験
得
点
に
加
点
」
す
る
方
法
。
各
大

学
が
「
主
体
性
等
」
に
関
わ
る
活
動
を

ス
コ
ア
化
し
、
学
力
試
験
の
ス
コ
ア
と

合
計
し
て
合
否
判
定
を
行
う
。
こ
の
場

合
、
受
験
生
全
員
の
情
報
を
ス
コ
ア
化

す
る
や
り
方
と
、
学
力
試
験
な
ど
で
１

次
選
考
を
行
い
、
１
次
選
考
通
過
者
に

つ
い
て
ス
コ
ア
化
す
る
や
り
方
が
あ

る
。
募
集
要
項
に
は
、
そ
の
換
算
方
法

に
つ
い
て
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
３
つ
目
と
し
て
「
主
体
性
等
」
に
関

わ
る
情
報
を
、「
参
考
資
料
と
し
て
活

用
す
る
」
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
学
力

試
験
結
果
と
、
面
接
や
小
論
文
、
調
査

書
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
と

一般入試において「主体性等」も評価する入試例（予定含む）   【図表５】 一般入試における「主体性等」の評価活用パターン例  【図表４】

【前期日程】
センター試験630点+個別
学力試験240点+面接60点
+調査書100点／1030点

【後期日程】
センター試験630点+面接180
点+調査書100点／910点

任意で申請された部
活動や探究活動、ボラ
ンティア活動などの実
績や成果とその資料
を、APに基づいて「評
価支援システム」で判
定処理し、加点評価

地域で活動するうえ
で必要となる他者と
のコミュニケーション
能力や、自ら主体的
に関わろうとする意欲
を持っているかを面接
を通して評価する

調査書・志望理由書
をもとに面接で評価

調査書・志望理由書を
もとに面接等で評価

調査書の評定平均
値、出欠状況、取得
検定・資格、課外活
動状況をAPにのっ
とって点数化し評価

リーダーシップに関す
る取り組みを調査書
と志望理由書に基づ
き評価、学力検査と
の総合点で判定

全学部の全入試区
分で調査書等を合格
者の判定に活用。面
接の実施については
学部ごとに検討中

これからの時代を生きる学
生にとって学力の３要素は
必要なものであるため、全
学部の全入試区分で学力
の３要素を評価する

学力試験の点数がやや
足りなくても、本学の教育
に合う学生をピックアップ
するため

教員として必要な資質で
あるリーダシップを評価す
る。高等学校における生
徒会活動、学校行事、課
外活動等でのリーダー
シップを、調査書と提出
書類を合わせて評価する

卒業後即戦力として活躍
できる「地域協働型産業
人材 （６次産業化人、地域
協働リーダー）」を養成する
ため、その基盤となる能力
態度を有する者を求める

修士課程進学前提の化学
のスペシャリスト養成の6年
一貫教育プログラムのた
め、その基盤となる能力態
度を有する者を求める

合否を総合的に判断する
うえでの評価ポイントの一
つとして活用している

▶一般入試に「主体性等」
を評価するしくみを導入する
ことで、高校での主体的な
活動への取り組みを促す
▶受験生を「主体性等」の側
面からも評価し「2次選考」とし
て加点評価することを検討中

前期は面接(1日）と
調査書、後期は面接

（2日）・調査書・自己
推薦書により評価

▶高校から提出された紙の
調査書
▶後期日程は、本学から郵送
される「自己推薦書」の用紙
に記入し、期日までに提出
▶面接試験における受験生
の回答 医療従事者として十分な

適性を備えているかどうか
の判断に使用（面接の評
価が低い場合は不合格と
する）佐

賀
大
学

北
九
州
市
立
大
学

高
知
大
学
　

千
葉
商
科
大
学

関
西
学
院
大
学

首
都
大
学
東
京

大学
名

開始年度 入試名称 実施学部 配点 「主体性等」の
評価と方法

「主体性等」に関する情報を
「出願基準」として設定し、
「評価得点」が一定基準を有した
志願者のみによる合否判定

259
258
300
100
260

●

●

■
■
■
■
■

100
89
100
50
100

100
89
100
30
80

59
80
100
20
80

1
2
3
4
5

学力試験だけでなく「主体性等」
に関する情報もスコア化し、
総合点で合否判定

「主体性等」に関する情報を合否
判定の参考資料として利用する

「主体性等」
の評価者 「主体性等」の情報源 選抜での「主体性等」

の活用法

募集人員
／全募集
人員

1993年～

2019年～
(予定）

2009年

2012年

2015年

2018年

2018年

2021年
（予定）

1979年～

一般入試
（前・後期） 

一般入試 

一般選抜 

一般入試 
前期

一般入試 
前期2科目・
総合評価型

大学入試
センター
利用入試
中期２科目・
総合評価型

一般入試
主体性
評価方式

一般選抜
含む
全入試区分

土佐さきがけ
プログラム・
グリーン
サイエンス
人材育成
コース

（一般入試 
前期）

医学部
医学科

医学部
看護学科

理工学部、
農学部

地域創
生学群

理工学部
化学生命
理工学科

地域
協働学部

全学部

教育学部
初等教育
コース

全学部

理工：
359人／
４８０人　
農：
106人／
145人

35人／
120人

５人／
７０人

３５人／
６０人

41人／
1400人

24人／
1400人

３０人／
１４０人

６０人／
106人

40人／
60人

全入試
区分の
募集人員

【前期日程】
センター試験650点+小論
文100点+面接60点+調査
書100点／910点

【後期日程】
センター試験590点+面接180
点+調査書100点／870点

受験生任意の申請による
加点方式

センター試験200点＋小論
文100点＋面接（志望理由
書、調査書）200点＋活動・
資格等実績申告書100点
／600点

センター試験750点+個別
学力試験200点＋面接評価
５0点/1000点

センター試験500点+個別
学力試験200点＋面接評価
200点/９00点

学力試験200点＋調査書評
価40点／240点

センター試験200点＋調査
書評価40点／240点

＜理系型＞
学力試験450点+書類審査
10点/460点
＜文系型＞
学力試験500点+書類審査
10点/510点

検討中 検討中

各学部教員
（約20人）

非公表

非公表

▶紙の調査書・志望理由書
▶面接での受け答え

▶紙の調査書・志望理由書
▶面接等（グループワーク
および集団面接）での受け答え

紙の調査書

調査書を活用。
その他にどのような手段
を活用するかは検討中

▶紙の調査書
▶志望理由書

地域
創生学群
担当教員

面接

学科担当
教員（１８人）

学科担当
教員（８０人）

評価支援
システム

（開発中）を
利用した
学部教員に
よる評価

▶高校から提出された紙の
調査書
▶後期日程は、本学から郵送
される「自己推薦書」の用紙
に記入し、期日までに提出
▶面接試験における受験生
の回答

特色加点申請書に入力しエ
ビデンス資料と共にネットで
受け付け（JePとの連携も視
野に入れた評価支援システ
ム構築中）

一般選抜型入試の場合

総合 合格英語数学国語出願
資格

受験
番号

募集要項 共通テストや
個別試験

共通テストや個別試験
「主体性等」を示す
調査書やその他の
活動記録情報など

各大学でスコア化○○点

主体性等 知識・技能 思考力・判断力・表現力

知識・技能 主体性等

思考力・判断力・表現力

合否判定

合否判定

出願APと「主体性等」に
まつわる出願要件明記

100
89
100
50
100

100
89
100
30
80

59
80
100
20
80

1
2
3
4
5

総合 合格英語数学国語 主体
性等

受験
番号

●
●

10
50
5
40
5

269
308
305
140
265

①出願基準

②学力試験得点に加点

③「主体性等」の情報を
   参考利用する

＊編集部調べ

※開始年度順

 「主体性等」をどう測るか？課題1

＊委託事業報告を基に編集部で作成

学部教員

調査書や小論文、
面接などの結果を
総合して評価

主体性等知識・技能 思考力・判断力・表現力 合否判定

259
259
300
100
260

100
90
100
50
100

100
89
100
30
80

59
80
100
20
80

1
2
3
4
5

総合英語数学国語受験
番号

259
259
300
100
260

●
●

100
90
100
50
100

100
89
100
30
80

59
80
100
20
80

1
2
3
4
5

総合 合格英語数学国語受験
番号

＊１　開始年は面接試験が一般入試に導入された年度。当時はセンター試験がないため、表中の「配点」にある情報と整合していない

＊1
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特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

活動の記録／役職の履歴／
雑誌新聞等の記事／
コンクール・コンテスト・大会の結果

基本情報＊1／大会・試合の結果／
代表への選抜履歴／段位の取得等／
ベスト記録・通算記録／役職の履歴／
雑誌新聞等の記事

式典・行事／修学旅行・研修旅行／
スポーツ大会・体育祭／文化祭・学園祭／
校内コンテスト（表彰）／実習・研修

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
３
つ
考
え
ら

れ
る
【
図
表
８
】。

　
1
つ
は
、
高
校
生
が
入
力
し
た
「
学

び
の
デ
ー
タ
」
や
出
願
添
付
書
類
を
、

W
E
B
出
願
シ
ス
テ
ム
等
を
通
じ
て
入

手
し
、
入
試
の
「
主
体
性
等
」
の
評
価

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
と
い
う

点
。
こ
れ
に
よ
り
教
科
学
力
以
外
の
観

点
を
一
般
入
試
に
導
入
す
る
こ
と
が
し

や
す
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
各
大
学
が

記
載
項
目
を
評
価
す
る
基
準
を
設
定
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
２
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
紙
で
取
得
し

て
い
た
出
願
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
で
取
得

で
き
る
と
い
う
点
。
こ
れ
に
よ
り
、
入

試
業
務
の
効
率
化
、
志
願
者
情
報
・
入

学
者
情
報
の
デ
ー
タ
化
促
進
が
見
込
ま

れ
る
。

　
３
つ
目
と
し
て
、
取
得
し
た
デ
ー
タ

の
I
R
で
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。
入

試
改
革
を
含
む
大
学
改
革
の
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
有
益
だ
ろ
う
。

A 

入
試
に
関
わ
る
項
目
は
教
員

の
「
承
認
」
が
必
要
に
な
る
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
高
校
生
自
身

が
記
入
す
る
た
め
、
入
試
に
活
用
す
る

場
合
、
そ
の
情
報
の
信
頼
性
を
懸
念
す

る
声
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
J
e
P
で

は
、
高
校
教
員
の
「
承
認
」
が
な
け
れ

ば
出
願
で
き
な
い
項
目
を
設
定
す
る
予

検
定
、
校
外
活
動
の
成
果
と
プ
ロ
セ
ス

を
記
録
す
る
【
図
表
７
】。
蓄
積
さ
れ

た
情
報
は
「
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
種

類
の
学
び
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
」

「
今
後
、
ど
の
よ
う
な
学
び
・
成
果
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
の
か
」
を
考
え
る

参
考
に
な
る
。

　
高
校
教
員
は
、
生
徒
が
記
入
し
た
情

報
の
閲
覧
が
可
能
。
面
談
時
に
生
徒
と

共
に
内
容
を
確
認
し
、
振
り
返
り
を
促

す
こ
と
で
、
継
続
的
な
「
主
体
的
な
学

び
」
に
向
け
た
指
導
に
つ
な
げ
る
。

A 

大
学
が
J
e
P
を
活
用
す
る

JAPAN e-Portfolioの全体像  JAPAN e-Portfolioに記録できる「学びのデータ」例 【図表６】

11 10

「
主
体
性
等
」の
評
価
を
支
え
る
し
く
み

J
A

P
A

N
 e-P

ortfolio

と
は
？

ＱJA
P

A
N

 ｅ
-P

ortfolio

と
は
ど
ん
な
も
の
か
？

Ｑ
高
校
生
や
高
校
は
J
e
P

を
ど
う
使
う
の
か
？

A 

「
主
体
性
等
分
野
委
託
事
業
」で

構
築・運
営
す
る
高
校
e
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ・大
学
出
願
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。

　
委
託
事
業
で
は
、「
I
C
T
活
用
に

に
よ
る
入
試
モ
デ
ル
の
開
発
」
が
柱
の

一
つ
で
、JA

PA
N

 ｅ
-Portfolio

は

そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
。

　
高
校
生
は
自
分
の
活
動
履
歴
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
し
、
後
か
ら
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
試
で
は
蓄
積

し
た
デ
ー
タ
を
出
願
時
に
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
。
個
別
大
学
の
W
E
B
出
願

シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
も
予
定
し
て
い
る

【
図
表
６
】。
2
0
1
8
年
度
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
大
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
大
学
で
、J
e
P
に
記
録
さ
れ
た「
主

体
性
等
」
の
情
報
を
実
際
の
入
試
等

で
活
用
す
る
実
証
事
業
を
行
う
。

A 

日
常
的
な
活
動
や
学
習
の
記

録
と
、
そ
の
振
り
返
り
に
使
う
。

　
高
校
生
は
、
授
業
や
行
事
、
部
活
動

な
ど
で
得
た
学
び
や
、取
得
し
た
資
格
・

【図表７】

大
学
が
活
用
す
る
際
の

利
用
イ
メ
ー
ジ
、メ
リ
ッ

ト
は
？

Ｑ
高
校
生
本
人
が
記
入
す

る
情
報
の
信
頼
性
は
？

Ｑ

に
あ
た
っ
て
は
、「
学
校
長
の
承
認
を

ど
う
す
る
か
」「
高
校
か
ら
大
学
に
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
際
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

　
大
学
側
か
ら
見
れ
ば
、
調
査
書
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
場
合
、
e
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
デ
ー
タ
を
取
得

で
き
た
ほ
う
が
入
試
業
務
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
【
図
表
9
】。「
複
数
の
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
と
、
高
校
も
大
学
も
業
務

が
煩
雑
に
な
る
の
で
、
大
学
に
調
査
書

を
提
出
す
る
経
路
と
し
て
J
e
P
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
一
つ
の
方
法

と
し
て
考
え
て
い
る
」（
山
田
室
長
）。

A 

2
0
1
8
年
２
月
現
在
、
約

1
５
0
0
校
の
高
校
が
J
e
P
へ

の
参
加
を
表
明
を
し
て
い
る
。

　
普
及
活
動
に
関
し
て
は
、
主
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
代
表
校
で
あ
る
関
西
学

院
大
学
が
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員

会
や
高
校
の
依
頼
を
受
け
て
、
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
試
活
用
の
実
証
事
業
へ
参

加
を
予
定
し
て
い
る
国
公
立
大
学
が
、

地
元
の
高
校
を
集
め
て
、
説
明
会
を
開

く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
も
参
加
を
希

望
す
る
高
校
は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
。

A 

期
待
す
る
声
が
多
い
。

　
普
及
活
動
に
あ
た
る
関
西
学
院
大
学

尾
木
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
次
長
に
よ
れ

ば
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
生
き
て
い
く
生
徒
に
は
、
主
体
的
・

能
動
的
に
学
び
続
け
る
力
が
必
要
と
考

え
て
い
る
高
校
ほ
ど
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
可
能
性
（
活
動
の
振
り
返
り
に

よ
る
教
員
と
生
徒
の
対
話
の
促
進
、
メ

タ
認
知
能
力
の
向
上
）
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
」
と
い
う
。

　「
進
学
校
だ
け
で
な
く
、
進
路
多
様

校
の
先
生
か
ら
も
好
意
的
な
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
進
路
多
様
校
か
ら
の
入

学
者
が
多
い
大
学
に
と
っ
て
も
、
入
学

者
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
評
価
で
き

る
と
い
う
点
で
、
J
e
P
が
使
え
る
の

で
は
な
い
か
」（
尾
木
氏
）。

定
だ
（
ど
の
項
目
を
「
承
認
」
が
必
要

と
す
る
か
は
、
検
討
中
）。

　
ま
た
、
校
外
活
動
の
よ
う
に
高
校
教

員
に
よ
る
「
承
認
」
が
難
し
い
項
目
に

関
し
て
は
、
そ
れ
を
証
明
で
き
る
エ
ビ

デ
ン
ス
の
提
出
を
求
め
る
の
が
よ
い
だ

ろ
う
。
J
e
P
で
は
P
D
F
等
の
フ
ァ

イ
ル
の
添
付
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

A 

W
E
B
出
願
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
な
い
大
学
・
募
集
単
位

で
も
活
用
は
可
能
。

　
J
e
P
に
は
、利
用
者（
高
校
生
）が
、

自
分
で
入
力
し
た
情
報
を
W
E
B
か
ら

呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ド
が
実

装
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
ー
ド
を
紙
で

出
力
し
（
コ
ー
ド
は
バ
ー
コ
ー
ド
を
検

討
中
）、
出
願
書
類
の
一
つ
と
し
て
大

学
に
提
出
す
れ
ば
、
大
学
側
で
情
報
を

抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

A 

必
要
だ
と
言
え
る
。

　
実
証
事
業
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
出
願
利
用
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
の
み

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
合
否
の

判
定
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
各
大
学
が
独

自
に
行
う
こ
と
に
な
る
。入
試
で
の「
主

体
性
等
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
先
行
し
て
行
っ
て
い
る
大
学
も
あ
る

の
で
（
P
．９
【
図
表
５
】）、
そ
れ
ら

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
た
い
。

A 

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
文
部
科
学
省
は
「
生
徒
の
基
本
情
報

の
正
式
な
書
類
は
あ
く
ま
で
調
査
書
で

あ
り
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
情
報
は

そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
。
山
田
泰
造
大
学
入
試
室
長
に

よ
れ
ば
「
調
査
書
が
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

入
試
室
内
で
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
た

段
階
」
と
い
う
（
P
．
17
参
照
）。
検
討

【図表８】想定されるJAPAN e-Portfolioの活用法やメリット

すること

活用法

メリット

利用場面

高校
生活

表彰・顕彰

生徒会・委員会

留学・海外経験

資格・検定

部活動
（文化芸術活動）

部活動
（スポーツ活動）

学校行事

基本情報＊1／参考文献／実験／
研究室訪問／フィールドスタディ／
調査／論文／発表の記録／
コンクール・コンテスト・大会の記録

探究活動

基本情報＊1／コンクール・コンテスト・大会の結果／
代表への選抜履歴／研究課程の記録／
作品・成果物・発明・発見／役職の履歴／
雑誌新聞等の記事

大学
入試

＊JAPAN e-Portfolio関係者への取材に基づいた編集部まとめ

※各項目に紐づく形でその目的や振り返りなどのプロセスを入力できる。補足情報としてPDFや写真、動画URL等を添付可能 

高校生 高校教員 大学

▶活動履歴をもとに、今後どのような学び・成果
につなげていくかを考える　　　　
▶蓄積した「学びのデータ」を志望大の出願に使う

活動や成果などの「学びのデータ」を記録、蓄積

▶過去の活動履歴が蓄積されているので、振り返りが
しやすく、自己肯定感や将来像が考えやすくなる
▶出願作業の効率化

▶生徒一人ひとりの「主体的な学び」の指導に生かす
▶教育プログラム改善のエビデンスとして活用
▶データを出願書類の作成に使う

▶「学びのデータ」を参照する
▶高校内の活動に関するデータの承認

▶エビデンスに基づいた指導や教育の改善がし
やすくなる
▶出願作業の効率化

▶入試の「主体性等」の評価用データとして使う
▶紙で取得していた出願情報をデジタル取得する
▶IR用のデータ取得

▶「主体性等」を測る入試を導入しやすくなる
▶入試業務の効率化
▶エビデンスに基づいた入試改革、大学改革が
しやすくなる

▶WEB出願システムや学内システムとの
JePとの連携開発

高校生 高校教員 大学の利用者

大学一覧参照 WEB出願連携

紙出願用出力

調査書作成時の活用

大学提出用データダウンロード
（CSV、PDF）

大学提出用データ参照

入学者選抜における評価、
参考データ、統計データ等で活用

▲JAPAN e-Portfolio のトップ画面（https://jep.jp）

大学提出用データ参照
（公開情報のみ）

「学びのデータ」参照

外部の
ポートフォリオ連携

承認

大学提出用データ作成

「学びのデータ」登録

フェーズ1（2017年10月2日リリース）
で実装済み

承認依頼

「学びのデータ」ダウンロード
（CSV、PDF）

フェーズ2（2018年8月リリース予定）
で開発

 「主体性等」をどう測るか？課題1

＊JAPAN e-Portfolio関係者への取材に基づいた編集部まとめ＊１ 「基本情報」では活動内容や所属など基本的情報を入力できるようになっている。

データ項目は部活動に準ずる

資格・検定

留学／海外フィールドスタディ／
海外コンクール・大会の結果／
海外交流イベント（国内）／帰国生徒

基本情報＊1／会議記録／業績の記録

表彰／顕彰基本情報＊1／コンクール・コンテスト・大会の結果／
代表への選抜履歴／段・級位の取得等／
作品・成果物／ベスト記録・通算記録／
役職の履歴／雑誌新聞等の記事

部活動
（アカデミック活動）　

学校以外

部活動
（ボランティア・
コミュニティ活動）　

（スポーツ活動／文化
芸術活動／アカデミッ
ク活動／ボランティア
・コミュニティ活動）　

＊JAPAN e-Portfolio関係者への取材に基づいた編集部まとめ
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メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
３
つ
考
え
ら

れ
る
【
図
表
８
】。

　
1
つ
は
、
高
校
生
が
入
力
し
た
「
学

び
の
デ
ー
タ
」
や
出
願
添
付
書
類
を
、

W
E
B
出
願
シ
ス
テ
ム
等
を
通
じ
て
入

手
し
、
入
試
の
「
主
体
性
等
」
の
評
価

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
と
い
う

点
。
こ
れ
に
よ
り
教
科
学
力
以
外
の
観

点
を
一
般
入
試
に
導
入
す
る
こ
と
が
し

や
す
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
各
大
学
が

記
載
項
目
を
評
価
す
る
基
準
を
設
定
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
２
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
紙
で
取
得
し

て
い
た
出
願
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
で
取
得

で
き
る
と
い
う
点
。
こ
れ
に
よ
り
、
入

試
業
務
の
効
率
化
、
志
願
者
情
報
・
入

学
者
情
報
の
デ
ー
タ
化
促
進
が
見
込
ま

れ
る
。

　
３
つ
目
と
し
て
、
取
得
し
た
デ
ー
タ

の
I
R
で
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。
入

試
改
革
を
含
む
大
学
改
革
の
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
有
益
だ
ろ
う
。

A 

入
試
に
関
わ
る
項
目
は
教
員

の
「
承
認
」
が
必
要
に
な
る
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
高
校
生
自
身

が
記
入
す
る
た
め
、
入
試
に
活
用
す
る

場
合
、
そ
の
情
報
の
信
頼
性
を
懸
念
す

る
声
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
J
e
P
で

は
、
高
校
教
員
の
「
承
認
」
が
な
け
れ

ば
出
願
で
き
な
い
項
目
を
設
定
す
る
予

検
定
、
校
外
活
動
の
成
果
と
プ
ロ
セ
ス

を
記
録
す
る
【
図
表
７
】。
蓄
積
さ
れ

た
情
報
は
「
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
種

類
の
学
び
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
」

「
今
後
、
ど
の
よ
う
な
学
び
・
成
果
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
の
か
」
を
考
え
る

参
考
に
な
る
。

　
高
校
教
員
は
、
生
徒
が
記
入
し
た
情

報
の
閲
覧
が
可
能
。
面
談
時
に
生
徒
と

共
に
内
容
を
確
認
し
、
振
り
返
り
を
促

す
こ
と
で
、
継
続
的
な
「
主
体
的
な
学

び
」
に
向
け
た
指
導
に
つ
な
げ
る
。

A 

大
学
が
J
e
P
を
活
用
す
る

A 

「
主
体
性
等
分
野
委
託
事
業
」で

構
築・運
営
す
る
高
校
e
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ・大
学
出
願
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。

　
委
託
事
業
で
は
、「
I
C
T
活
用
に

に
よ
る
入
試
モ
デ
ル
の
開
発
」
が
柱
の

一
つ
で
、JA

PA
N

 ｅ
-Portfolio

は

そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
。

　
高
校
生
は
自
分
の
活
動
履
歴
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
し
、
後
か
ら
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
試
で
は
蓄
積

し
た
デ
ー
タ
を
出
願
時
に
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
。
個
別
大
学
の
W
E
B
出
願

シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
も
予
定
し
て
い
る

【
図
表
６
】。
2
0
1
8
年
度
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
大
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
大
学
で
、J
e
P
に
記
録
さ
れ
た「
主

体
性
等
」
の
情
報
を
実
際
の
入
試
等

で
活
用
す
る
実
証
事
業
を
行
う
。

A 

日
常
的
な
活
動
や
学
習
の
記

録
と
、
そ
の
振
り
返
り
に
使
う
。

　
高
校
生
は
、
授
業
や
行
事
、
部
活
動

な
ど
で
得
た
学
び
や
、取
得
し
た
資
格
・

13 12

「
委
託
事
業
」の
今
後
の
展
開

Ｑ
ど
の
く
ら
い
の
高
校
が
参

加
す
る
の
か
？
　
高
校
へ

の
普
及
活
動
は
？

Ｑ
J
e
P
に
対
す
る
高
校

か
ら
の
反
応
は
？

に
あ
た
っ
て
は
、「
学
校
長
の
承
認
を

ど
う
す
る
か
」「
高
校
か
ら
大
学
に
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
際
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

　
大
学
側
か
ら
見
れ
ば
、
調
査
書
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
場
合
、
e
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
デ
ー
タ
を
取
得

で
き
た
ほ
う
が
入
試
業
務
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
【
図
表
9
】。「
複
数
の
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
と
、
高
校
も
大
学
も
業
務

が
煩
雑
に
な
る
の
で
、
大
学
に
調
査
書

を
提
出
す
る
経
路
と
し
て
J
e
P
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
一
つ
の
方
法

と
し
て
考
え
て
い
る
」（
山
田
室
長
）。

A 

2
0
1
8
年
２
月
現
在
、
約

1
５
0
0
校
の
高
校
が
J
e
P
へ

の
参
加
を
表
明
を
し
て
い
る
。

　
普
及
活
動
に
関
し
て
は
、
主
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
代
表
校
で
あ
る
関
西
学

院
大
学
が
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員

会
や
高
校
の
依
頼
を
受
け
て
、
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
試
活
用
の
実
証
事
業
へ
参

加
を
予
定
し
て
い
る
国
公
立
大
学
が
、

地
元
の
高
校
を
集
め
て
、
説
明
会
を
開

く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
も
参
加
を
希

望
す
る
高
校
は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
。

Ｑ
委
託
事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
？

A 

委
託
事
業
の
最
終
年
度
の
予

定
は【
図
表
１０
】の
通
り
。

　「
主
体
性
等
」
の
評
価
尺
度
・
基
準

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
本
年
の
秋
に
こ

れ
ま
で
の
成
果
が
発
表
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、
J
e
P
の
実
証
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
参
加
大
学
・
高
校
と
共
に

「
実
際
に
使
っ
て
み
て
の
意
見
を
収
集

し
、
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム

に
し
て
い
き
た
い
」（
尾
木
氏
）。

　
な
お
、
大
学
の
参
加
の
し
か
た
は
、

千
葉
商
科
大
学
の
よ
う
に
「
J
e
P
で

デ
ー
タ
を
送
っ
て
く
る
高
校
に
備
え
て

準
備
を
す
る
ほ
か
、
附
属
校
も
参
加
し

て
い
る
の
で
、
附
属
校
入
試
で
ま
ず

使
っ
て
み
る
」
と
い
っ
た
早
速
入
試
で

活
用
す
る
方
法
も
あ
る
が
、「
情
報
を

収
集
し
、
I
R
に
活
用
す
る
」「
提
出

書
類
の
デ
ー
タ
化
を
促
進
し
、
入
試
の

事
務
処
理
負
担
軽
減
」
な
ど
、
大
学
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
本
事
業
が
終
了
し
た
2
0
1
9
年
度

以
降
の
J
e
P
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
成
果
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
さ

ら
に
検
討
が
な
さ
れ
る
予
定
だ
。

A 

期
待
す
る
声
が
多
い
。

　
普
及
活
動
に
あ
た
る
関
西
学
院
大
学

尾
木
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
次
長
に
よ
れ

ば
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
生
き
て
い
く
生
徒
に
は
、
主
体
的
・

能
動
的
に
学
び
続
け
る
力
が
必
要
と
考

え
て
い
る
高
校
ほ
ど
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
可
能
性
（
活
動
の
振
り
返
り
に

よ
る
教
員
と
生
徒
の
対
話
の
促
進
、
メ

タ
認
知
能
力
の
向
上
）
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
」
と
い
う
。

　「
進
学
校
だ
け
で
な
く
、
進
路
多
様

校
の
先
生
か
ら
も
好
意
的
な
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
進
路
多
様
校
か
ら
の
入

学
者
が
多
い
大
学
に
と
っ
て
も
、
入
学

者
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
評
価
で
き

る
と
い
う
点
で
、
J
e
P
が
使
え
る
の

で
は
な
い
か
」（
尾
木
氏
）。

Ｑ
W
E
B
出
願
を
導
入
し

て
い
な
い
と
、入
試
活
用

は
で
き
な
い
？

定
だ
（
ど
の
項
目
を
「
承
認
」
が
必
要

と
す
る
か
は
、
検
討
中
）。

　
ま
た
、
校
外
活
動
の
よ
う
に
高
校
教

員
に
よ
る
「
承
認
」
が
難
し
い
項
目
に

関
し
て
は
、
そ
れ
を
証
明
で
き
る
エ
ビ

デ
ン
ス
の
提
出
を
求
め
る
の
が
よ
い
だ

ろ
う
。
J
e
P
で
は
P
D
F
等
の
フ
ァ

イ
ル
の
添
付
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

A 

W
E
B
出
願
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
な
い
大
学
・
募
集
単
位

で
も
活
用
は
可
能
。

　
J
e
P
に
は
、利
用
者（
高
校
生
）が
、

自
分
で
入
力
し
た
情
報
を
W
E
B
か
ら

呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ド
が
実

装
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
ー
ド
を
紙
で

出
力
し
（
コ
ー
ド
は
バ
ー
コ
ー
ド
を
検

討
中
）、
出
願
書
類
の
一
つ
と
し
て
大

学
に
提
出
す
れ
ば
、
大
学
側
で
情
報
を

抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

A 

必
要
だ
と
言
え
る
。

　
実
証
事
業
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
出
願
利
用
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
の
み

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
合
否
の

判
定
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
各
大
学
が
独

自
に
行
う
こ
と
に
な
る
。入
試
で
の「
主

体
性
等
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
先
行
し
て
行
っ
て
い
る
大
学
も
あ
る

の
で
（
P
．９
【
図
表
５
】）、
そ
れ
ら

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
た
い
。

A 

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
文
部
科
学
省
は
「
生
徒
の
基
本
情
報

の
正
式
な
書
類
は
あ
く
ま
で
調
査
書
で

あ
り
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
情
報
は

そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
。
山
田
泰
造
大
学
入
試
室
長
に

よ
れ
ば
「
調
査
書
が
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

入
試
室
内
で
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
た

段
階
」
と
い
う
（
P
．
17
参
照
）。
検
討

合
否
判
定
シ
ス
テ
ム
は
各

大
学
で
構
築
が
必
要
？

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
調
査
書
の
話
も

あ
る
が
、J
e
P
に
組
み

込
ま
れ
る
の
か
？

Ｑ

こ
れ
か
ら
実
証
事
業
に

参
加
し
た
い
場
合
は
？

ＱA 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
連
絡
を
。

　
2
0
1
8
年
度
実
施
の
参
加
申
し
込

み
は
す
で
に
締
め
切
ら
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
参
加
等
の
各
種
相
談
は
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

か
ら
受
け
付
け
て
い
る
。

大阪大学
高等教育・入試研究開発センター特任助教

井ノ上憲司

　本学は委託事業のコンソーシアム大学として、主に「主体性
等」の評価尺度・基準の開発の部分で協力をしています。また、
本学独自の概算事業でeポートフォリオ型Web出願システムの
開発を進めており、JePへの参加はその運用を効率化する狙い
もあります。入試にeポートフォリオを取り入れるのは、大学での
学びや現代社会が大きく変化しているからです。今後、「答えが
ない問い」や「唯一の正解のない選択」等の未知の課題に挑
戦する場面が多くなります。それには主体性を持って情報の収
集、分析、他者との協働作業等を経て納得できる結果へと導く
能力が必要です。大学でも問題解決学習等で育成しています
が、時間がかかるため、入学前から生徒に意識してもらうことが
大切です。そのため、高校では生徒の経験や活動の記録と共
に、自己の能力を振り返ってもらうこと、大学ではそれを活用し、
多面的・総合的評価による入試を実施する必要があるのです。

　本学ではAO・推薦入試(世界適塾入試)、留学生入試等を通
じ、多面的・総合的評価の実践に取り組んでいます。AO・推薦
入試の1期生は、一般入試の学生より大学院への進学志向が
高く、博士人材を育てたい本学にとって望ましい結果となってい
ます。多面的・総合的評価で研究志向、国際志向など多様な志
向を持つ学生をブレンドすることで、多様な学生集団を設計でき
るようになります。志願者にとっては偏差値に偏らない大学選択
ができるので、特色ある教育研究を行っている大学には大きな
アドバンテージが生まれます。eポートフォリオにより、生徒の多く
の情報(成果・経験)から大学との精緻なマッチングができる一
方、学力試験のみの評価より膨大な情報を処理する必要が出
てきます。「主体性等」を適切に評価できるアドミッションオフィ
サーの養成や入試システムの改革、入学後の学生のポテン
シャルを伸ばすための教学改革も求められるでしょう。

なぜ今、eポートフォリオなのか 多面的・総合的評価の有効性と課題

eポートフォリオの導入は
高校生・大学の双方にメリット

参加校に聞く！

いのうえけんじ●熊本大学大学院社会
文化科学研究科教授システム学専攻特定
事業研究員、長崎県立大学教育開発セン
ター特任助教を経て、2016年９月より現職。

【図表10】2018年度のスケジュール（予定）

4月 3月5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

コンソー
シアム

参加
大学

「主体性等」情報の評価法研究

システム開発

 要項作成
（情報利用法明記） JeP本番利用開始

成果発表

 「主体性等」をどう測るか？課題1

【図表９】出願書類はデータ化・ネット提出へ

現 在　　   これから　　    将 来

 願書・
志願票

データ・WEB
または紙・郵送

紙・郵送紙・郵送

紙・郵送 データ・WEB データ・WEB

データ・WEB

データ・WEBデータ・WEB

出願時
提出書類

調査書

＊「多面的・総合的な評価への転換を図る入学者選抜改善システム構築(平成28～33年度)」

＊

＊委託事業資料等を基に作成

je
p
@
k
w
a
n
se
i.a
c
.jp

（
委
託
事
業
事
務
局
）
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本
学
は
2
0
2
1
年
度
以
降
の
入
試

に
お
い
て
、
全
学
部
、
全
入
試
区
分
で

学
力
の
３
要
素
を
評
価
し
、
合
格
者
の

判
定
に
活
用
し
ま
す
。一
般
選
抜
の「
主

体
性
等
」
の
評
価
で
は
、
調
査
書
等
を

活
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
段
（
面
接
や

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
）
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
自
学
に
と
っ
て
最
適
な
選

抜
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
最

中
で
す
。
本
学
が
J
e
P
の
実
証
事
業

に
参
加
し
た
の
は
、
こ
の
「
一
般
選
抜

へ
の
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
」
を

研
究
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　「
主
体
性
等
」
の
評
価
が
初
め
か
ら

完
璧
に
で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の

都
度
ベ
ス
ト
な
選
択
を
行
い
、
全
体
を

よ
り
よ
い
も
の
に
近
づ
け
て
い
く
と
い

う
考
え
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
入
試
を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
入

学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
変
え
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。「
主
体
性
等
」
の

評
価
が
選
抜
に
加
わ
れ
ば
、
積
極
的
に

学
ぶ
学
生
の
割
合
が
高
ま
る
と
期
待
で

き
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

や
双
方
向
の
講
義
を
増
や
す
こ
と
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
I
C
T
が
発
達
し
た
社
会

で
は
、
知
識
を
持
つ
こ
と
の
意
味
が
薄

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
知
識

を
活
用
す
る
力
は
、
よ
り
一
層
重
要
度

を
増
し
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
で
求
め

ら
れ
る
力
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
大
学
は
社
会
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
せ
る
人
材
の
育
成
を
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
る

た
め
に
も
、「
主
体
性
等
」
の
評
価
と

育
成
は
重
要
で
あ
り
、
大
学
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
談
　
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長
・
川
上
浩
良
教

授
）
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全
学
部
、全
入
試
区
分
で

「
主
体
性
等
」の
評
価
を
実
施

首
都
大
学
東
京

大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）実証事業参加大学

国立大
（10大学）

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

学生数／約9200人
学部／人文社会、法、経済経営、理、都市環境、
システムデザイン、健康福祉

青山学院、朝日、追手門学院、桜美林、大阪医科、神奈川、関西＊、関西医療、関西国際、関西学院＊、岐阜聖徳学園、九州共立、京都学園、
群馬パース、皇學館、甲南女子、神戸海星女子学院、神戸女子・神戸女子短期、國學院、駒澤、城西・城西短期、上智、昭和女子、昭和薬科、
創価、筑紫女学園、千葉商科、中央、中京、天理、東洋、東洋英和女学院、同志社＊、南山、日本女子体育、日本福祉、兵庫医療、広島工業、
広島文教女子、福岡工業、法政、北星学園・北星学園大学短期大学部、武蔵、武蔵野、明治、立教、立正、立命館＊、龍谷、麗澤、和光、早稲田＊

　
本
学
は
こ
れ
ま
で
も
A
O
入
試
に
お

い
て
多
面
的
評
価
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
書
類
審
査
で
は
高
校
で
の
学
び

や
活
動
を
通
し
て
、「
主
体
的
に
取
り

組
む
姿
勢
」「
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
」

「
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
態
度
」「
他
者
と
と
も
に
課
題
に

向
き
合
う
行
動
力
」
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
入
学
後
の
成
長
イ
メ
ー

ジ
や
、
卒
業
後
、
い
か
に
社
会
に
貢
献

で
き
る
か
な
ど
、
連
続
性
の
あ
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
け
て
い
る
か
も
確
認
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適
切
に
評
価
す
る

た
め
受
験
生
に
は
、入
学
志
願
者
調
書
、

調
査
書
の
ほ
か
に
、「
自
己
申
告
書
」（
自

己
P
R
な
ど
）、「
人
物
評
価
書
」（
第

三
者
評
価
）、「
活
動
報
告
書
」（
学
校

内
外
で
の
活
動
歴
、
資
格
取
得
状
況
な

ど
）
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　「
主
体
性
等
」
の
評
価
に
は
、
活
動

報
告
書
の
内
容
が
濃
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
校
生
が
e

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
て
、
活
動

報
告
書
に
記
載
す
る
内
容
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
期
待
し
、
J
e
P
へ
の
参
加

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
は

2
0
2
0
年
を
め
ど
に
完
全
W
E
B
出

願
に
切
り
替
え
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
J
e
P
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
提

出
書
類
の
紙
か
ら
デ
ー
タ
へ
の
切
り
替

え
を
促
進
し
、
入
試
の
事
務
処
理
負
担

軽
減
や
デ
ー
タ
活
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
期
待
は
入
試
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
は
正
課
内
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
経
験
を
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
内
省
し
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
実
で

す
。
自
ら
の
学
び
や
経
験
を
書
き
留
め

る
こ
と
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
セ
ル

フ
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
す
る
礎
に
な
り
ま

す
。
そ
の
教
育
効
果
に
も
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。（
談
　
入
学
部
〈
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
〉
部
長
・
高

原
幸
治
）

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

関
東
学
院
大
学学生数／約１1000人

学部／国際文化、社会、法、経済、経営、理工、
建築・環境、人間共生、教育、栄養、看護

　
本
学
は
、
I
R
と
連
動
さ
せ
た
入
試

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

本
学
の
教
育
で
「
伸
び
る
学
生
」
の
高

校
時
代
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

分
析
結
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
紙
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
９
年
分
の
入
試

資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、
入
学
後
の
成
績

や
卒
業
後
の
就
職
先
の
デ
ー
タ
等
と
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
伸
び
る
学

生
像
」を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
調
査
書
の
項
目
等
も
変
数
と

し
て
活
用
し
、
基
礎
学
力
を
含
め
、
高

校
時
代
の
活
動
歴
を
評
価
・
検
証
し
た

う
え
で
、
新
た
な
評
価
軸
に
沿
っ
た
入

試
・
高
大
接
続
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
J
e
P
に
対
し
て
は
、
利
用
者
が
増

え
、
将
来
の
高
大
接
続
に
お
け
る
全
国

デ
ー
タ
の
分
析
が
進
み
、
各
大
学
の
入

学
者
選
抜
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
高
校
時

代
の
デ
ー
タ
と
大
学
で
の
デ
ー
タ
が
つ

な
が
り
、「
高
等
教
育
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
」
が
進
め
ば
、
そ
の
デ
ー
タ
を

日
本
全
体
の
教
育
改
善
に
活
用
す
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
収
め
ら
れ
た
学
生

個
人
の
情
報
は
、
就
職
活
動
時
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
分
野
で
活
用
が
進
む
「
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
A
I
を
活
用
し

た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
等
へ
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
、
よ
り
精

密
な
入
学
者
の
情
報
を
取
得
で
き
れ

ば
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
入
学
前
準

備
教
育
も
可
能
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
学
部
ご
と
に
行
っ
て
い

た
こ
と
を
全
学
共
通
に
し
て
、
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
入
学
前
準
備
教
育
は
全
学
共
通
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
え
て
い
く
予
定
で

す
。（
談
　
広
報
課
長
兼
入
試
セ
ン
タ
ー

広
報
担
当
課
長
・
安
田
智
宏
）

活
動
報
告
書
記
載
内
容
の

充
実
に
つ
な
げ
る

桜
美
林
大
学

学生数／約9400人
学群／リベラルアーツ、グローバル・コミュニケーション、
ビジネスマネジメント、健康福祉、芸術文化

大阪＊、大阪教育＊、岡山、金沢、群馬、佐賀、島根、東京医科歯科、東京農工、長崎

2019年度入試等活用大学。最新情報はホームページ参照（https://jep.jp） ＊はコンソーシアム大学。

島根県立・島根県立大学短期大学部、首都大学東京、横浜市立公立大
（３大学）

私立大
（52大学）

（2018年２月23日現在）

 「主体性等」をどう測るか？課題1

▼
全
入
試
区
分
で「
主
体
性
等
」

　の
評
価
を
実
施

▼
実
証
事
業
に
参
加
し
、評
価

　手
法
を
研
究

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
も

※2018年４月に学部再編

※2018年４月より

▼
入
試
で
は
記
載
内
容
の
充

　実
と
事
務
処
理
負
担
軽
減

　や
デ
ー
タ
活
用
に
期
待

▼
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
の
教

　育
効
果
に
も
期
待

「主体性等」の評価と
学びの記録への期待
入試における「主体性等」分野の評価を研究する「大学入学者選抜改革推進委託事業」。
本ページからは、「JAPAN e-Portfolio」（以下JeP）に対する関係者の声を紹介する。
まずは、実証事業に参加する大学に
「『主体性等』の評価を全入試区分で実施することに対する意見」、
「JePの実証事業への参加目的と期待」などを聞いた。 実証事業

参加大に
聞く！

高校は？

文科省は？
新規参加大は？

※
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文部科学省  高等教育局
大学振興課  大学入試室長

山田泰造
やまだたいぞう●1999年入省後、
文化庁、高等教育局、研究振興局、
初等中等教育局を経て藤沢市教育
委員会に出向、教育次長を務める。
2015年より科学技術政策局政策課
国際戦略室専門官、高等教育局国
立大学法人支援課国立大学戦略室
長を経て、2017年4月より現職。

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

　
本
学
は
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
ブ
ラ

ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「『
モ
ラ
リ
ス

ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』
を
育
む
。」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
主
体
性

等
」
の
育
成
は
本
学
の
教
育
目
標
に
内

在
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
中
で
も
本
学
の
場
合
、「
社
会
や

組
織
、
他
者
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
」
が
、「
主
体
性
等
」
の
重

要
な
要
素
に
当
た
り
ま
す
。
現
在
、

A
O
入
試
の
中
で
地
球
環
境
科
学
部
で

は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
入
試
」
を
実

施
し
て
お
り
、「
他
者
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
て
行
動
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
を
評
価
軸
に

置
い
て
い
ま
す
。
他
の
方
式
で
も
「
主

体
性
等
」
の
評
価
は
、
こ
の
観
点
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
面
的
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学

側
か
ら
見
た
評
価
と
、
受
験
生
本
人
が

提
出
す
る
情
報
を
総
合
し
て
選
抜
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
一
般
選
抜
で
は
調

査
書
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
評
価
に
迷
う
場
面
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
、e
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

を
組
み
合
わ
せ
た
評
価
法
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
項
目
に
注
目

す
る
と
本
学
ら
し
い
選
抜
に
つ
な
が
る

の
か
を
、
今
回
の
J
e
P
の
実
証
事
業

を
通
し
て
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
独
自
の
入
試
改
革
も
進
め
て
い

き
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
入
試
か
ら
は

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
評
価
す
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
型
入
試
や
、
部
活
や
課
外

活
動
で
の
持
続
的
な
取
り
組
み
を
評
価

す
る
入
試
な
ど
、
新
た
な
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社

会
で
は
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

動
き
な
が
ら
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
も
勉
強
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
サ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。（
談
　
学
長
補
佐・永
井
智
准
教
授
）

　
今
回
取
材
し
た
大
学
は
、「
主

体
性
等
」
の
評
価
を
単
に
選
抜
方

法
の
変
更
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
大
学
の
教
育
を
改
善
す
る

好
機
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。

　「
ど
う
育
て
る
か
が
大
事
」（
首

都
大
学
東
京
）
と
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
、
入
学
者
の
変
化
に
合
わ

せ
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　「
キ
ャ
リ
ア
や
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン

ド
を
形
成
す
る
礎
と
な
る
」（
桜

美
林
大
学
）、「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
の
入
学
前
準
備
教
育
も
可
能
」

（
関
東
学
院
大
学
）
と
い
っ
た
声

か
ら
は
、
高
大
で
の
教
育
や
情
報

の
連
携
に
よ
る
教
育
改
善
へ
の
期

待
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
た
め
に
は
、「
入
試
改
革

の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
、
自
学
の
入

試
を
変
え
て
い
く
中
で
、Ｊ
ｅ
Ｐ

や
共
通
テ
ス
ト
の
活
用
の
し
か
た

を
考
え
る
」（
立
正
大
学
）
と
い
っ

た
、
大
学
自
身
が
変
化
を
主
体
的

に
取
り
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
重
要

だ
ろ
う
。

実
証
事
業
に
参
加
し

本
学
ら
し
い
評
価
を
研
究

立
正
大
学

学生数／約１0500人
学部／仏教、文、経済、経営、心理、
法、社会福祉、地球環境科学

　
本
学
は
、
I
R
と
連
動
さ
せ
た
入
試

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

本
学
の
教
育
で
「
伸
び
る
学
生
」
の
高

校
時
代
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

分
析
結
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
紙
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
９
年
分
の
入
試

資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、
入
学
後
の
成
績

や
卒
業
後
の
就
職
先
の
デ
ー
タ
等
と
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
伸
び
る
学

生
像
」を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
調
査
書
の
項
目
等
も
変
数
と

し
て
活
用
し
、
基
礎
学
力
を
含
め
、
高

校
時
代
の
活
動
歴
を
評
価
・
検
証
し
た

う
え
で
、
新
た
な
評
価
軸
に
沿
っ
た
入

試
・
高
大
接
続
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
J
e
P
に
対
し
て
は
、
利
用
者
が
増

え
、
将
来
の
高
大
接
続
に
お
け
る
全
国

デ
ー
タ
の
分
析
が
進
み
、
各
大
学
の
入

学
者
選
抜
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
高
校
時

代
の
デ
ー
タ
と
大
学
で
の
デ
ー
タ
が
つ

な
が
り
、「
高
等
教
育
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
」
が
進
め
ば
、
そ
の
デ
ー
タ
を

日
本
全
体
の
教
育
改
善
に
活
用
す
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
収
め
ら
れ
た
学
生

個
人
の
情
報
は
、
就
職
活
動
時
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
分
野
で
活
用
が
進
む
「
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
A
I
を
活
用
し

た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
等
へ
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
、
よ
り
精

密
な
入
学
者
の
情
報
を
取
得
で
き
れ

ば
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
入
学
前
準

備
教
育
も
可
能
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
学
部
ご
と
に
行
っ
て
い

た
こ
と
を
全
学
共
通
に
し
て
、
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
入
学
前
準
備
教
育
は
全
学
共
通
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
え
て
い
く
予
定
で

す
。（
談
　
広
報
課
長
兼
入
試
セ
ン
タ
ー

広
報
担
当
課
長
・
安
田
智
宏
）

新入試への移行に向けたスケジュール  
2017年度 

＊編集部にて作成

実証事業
参加大に

聞く！

ーー入試における「主体性等」の評価の現
状を、どのように見ていますか。
　推薦・AO入試では、現状でも「主体性等」の
評価は十分に取り組みがなされているようです。
特にAO入試では、丁寧に時間をかけて「主体
性等」を評価している大学が多く見られるように
なったと思います。
　他方一般入試では、評価方法・システムが確
立されていないこともあり、「主体性等」の評価
は進んでいません。「大学入学者選抜改革推
進委託事業」は、この課題を解消するためのも
のです。「主体性等」の評価尺度・基準の開
発、eポートフォリオとインターネットによる出願シ
ステムの構築などを、関西学院大学を代表校と
したコンソーシアムに委託しています。

ーー３年事業の２年目が経過しました。４年
目以降の展開は、決まっているのでしょうか。
　文科省としては「主体性等」の評価をより推
進していきたいという考えは強く持っています。
2019年度以降の取り組みを推進する施策に
ついては、事業の成果等を見極めながら、次の
方向性の検討を進めます。方向性としては、「実
証研究をさらに重ねていく」「利便性をより高め
るため、eポートフォリオのシステム開発に注力す
る」「できあがったシステムの普及フェーズに移
る」など、いくつかの可能性があります。コンソー
シアム参加大学、その他の大学、高校、それぞ
れの考えをお持ちでしょうから、それらの意見を
しっかり受け止めて、知恵をいただきながら結論
を出したいと考えています。

ーーeポートフォリオに関連して、「調査書の
デジタル化」にも関心が集まっています。
　高校が作成する正式な書類は調査書なの
で、選抜で利用する生徒の基本情報は調査書
をベースにすることは今後も変わりがありませ
ん。将来的に調査書をデジタル化することを考え
ていますが、それには課題が２つあります。一つ
は学校長の押印をどうするかという問題。もう一
つは、高校から大学に提出するルートの問題で
す。後者に関しては、eポートフォリオと同じルート
を利用して、ワンストップで大学に提出するのが
よいのか、それとも別ルートのほうがよいのか、出
願システムに詳しい民間企業の意見も聞きなが
ら、電子調査書のあり方について内々で検討を
始めています。

ーー新入試への対応が本格化します。大学
への期待をお聞かせください。
　実際に、「主体性等」の評価を一般入試に
一斉導入するとなるとハードルは高いでしょうか
ら、段階的な検証を重ねながら広げていってい
ただきたい。共通テストが実施される2020年度
と、次期学習指導要領に対応した入試が実施
される2024年度の２段階に分けて、改革を検
討する大学が多いと思います。
　一般入試を含めて、段階的で構わないので

「主体性等」の評価の導入を検討することが大
事です。一部からでも実施することによって、「自
学が求める学生が獲得できるようになった」と
いう実感が得られ、本格導入に向けて動き出す
大学が増えていくと期待しています。

段
階
的
な
検
証
を
重
ね
一
般
入
試
で
も

「
主
体
性
等
」の
評
価
実
施
を

「実施方針」の策定・公表（７月）
プレテスト実施（１１月、２月）

「大学入学英語成績提供システム」
参加資格・検定試験の決定（３月末）

JAPAN e-Portfolio実証事業への
参加申込み（１月末締め切り）

2020年度2019年度2018年度

新入試対応方針の検討

プレテスト実施（１１月）

JAPAN e-Portfolio実証事業実施

受験生の準備に大きな影響を
与える事項の予告

「実施大綱」の策定・公表（初頭）
確認プレテスト実施（今後検討）

「大学入学共通テスト」の実施（１月）

大学への成績提供開始（４月以降）

各大学の
動き

主体性等
分野委託事業

英語４技能
評価

共通テスト
導入

「主体性等」の評価推進は重要
事業の成果を基に方向性を検討

調査書のデジタル化も
検討をスタート

新入試対応の周知など 入試要項公表→新入試スタート

 「主体性等」をどう測るか？課題1

変
化
を
取
り
込
み

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

文
科
省
に
聞
く
！

編
集
部
よ
り

▼
I
R
と
入
試
改
革
が
連
動

▼
調
査
書
を
分
析
し
、「
自
学

　で
伸
び
る
学
生
像
」を
把
握

▼
J
e
P
に
は「
ビ
ッ
グ
デ
ー

　タ
分
析
」を
期
待

▼「
主
体
性
等
」の
評
価
軸
は

　建
学
の
精
神

▼
独
自
の
入
試
改
革
に
も
着
手

▼
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り

　動
き
な
が
ら
改
善
す
る



2018 3-42018 3-4

　
高
校
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
行
事
や

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
探
究
学
習
・
課

題
解
決
型
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
や
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
の
「
主
体

性
等
」
を
育
成
し
て
き
た
。
今
後
は
こ

れ
ら
に
加
え
て
、
入
試
で
の
「
主
体
性

等
」
の
評
価
に
対
応
し
た
活
動
履
歴
の

蓄
積
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た

振
り
返
り
の
充
実
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
高
校
の
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

19 18

山梨大学
アドミッションセンター長

日永龍彦
ひながたつひこ●九州大学
教育学部助手、財団法人大
学 基 準 協 会 職 員を経 て 、
2007年山梨大学大学教育
研究開発センター（現大学教
育センター）教 授に着 任 。
2016年より現職を兼務。

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

新
入
試
に
向
け
て
広
が
る

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用

高
校
と
大
学
が
連
携
し

評
価
の
あ
り
方
を
探
る

　山梨大学では入試における「主体性等」の評価やeポート
フォリオの活用について、山梨県教育委員会と連携し、県内の
高校・大学関係者と共に研究会を開催しています。この研究会
は本年度（2017年度）から始まったもので、本学が県教委に

「高校と大学双方の教育改革につながる取り組み」について相
談したことがきっかけでした。県内の大学や高校関係者であれ
ば誰でも参加でき、これまで７回開催して延べ約300人が参加
しました。
　高校・大学間で行う勉強会や説明会は、大学から情報を提供
する形になりがちですが、この研究会では、各高校の事例発表
の機会を多く設けています。「『主体性等』を育成するために、ど
のような取り組みを行っているのか」「課題研究や授業でポート
フォリオを実際にどう活用しているのか」といった情報を、高校・
大学間はもとより、高校間でも共有しています。
　大学側からは、本学の教員が開発した「１枚ポートフォリオ評

価」の活用例を発表したり、本学の新しい高大接続プログラム
のあり方やその構想をお話ししたりしています。また、全国的な

「主体性等」の評価の情報を収集するために、県外の大学関係
者を招き、講演をしてもらうこともあります。
　ポートフォリオなどの情報を入試で活用するためには、大学と
高校が互いの状況を理解し、信頼関係を築くことが重要でしょ
う。なぜなら高校生が入力した記録だけでは判断が難しく、そもそ
もその高校がどのような教育を行っているのか把握していないと
適切な評価をすることが難しいからです。研究会は県内の高校と
大学が互いの理解を深め、信頼関係を築く場としても意義あるも
のになっています。
　この活動は2018年度も開催する予定です。本学としても、こ
れからどのように「主体性等」の評価を入試に取り入れていくの
かを示していかなければなりません。この１年間で集まった高校側
の意見も考慮しながら、入試改革を進めていくつもりです。

高校の
視点

高大間の信頼関係を築く
「主体性等」の共同研究

高
校
に
お
け
る「
主
体
性
等
」の
育
成
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
？

高
校
に
お
け
る「
主
体
性
等
」の
育
成
と
評
価
の
現
状
と
、高
校
が
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
新
入
試
初
年
度
生
の
入
学
を
前
に
、

高
校
で
は
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
た
指
導
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
２
月
に
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
た

「
生
徒
の
深
い
学
び
を
促
す
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
活
用
研
究
会
」
に
は
、
１
０

０
０
名
近
い
高
校
教
員
が
参
加
し
た
。

　
研
究
会
で
は
実
践
研
究
を
も
と
に
、

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
利
用
し
て
高
校

生
に
学
習
や
活
動
の
振
り
返
り
を
促

し
、
学
び
を
深
め
る
指
導
法
が
報
告
さ

れ
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
高
校
生
が
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
書

き
込
む
振
り
返
り
の
記
述
に
は
、
実
践

（
事
実
や
感
想
）↓
内
省
（
反
省
点
や
で

き
た
こ
と
）↓
気
づ
き
（
次
へ
の
改
善

点
）↓
理
論
（
一
般
化
、
教
訓
化
）↓
計

画
（
行
動
化
）
の
５
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
生
徒
に
量
を
書
か
せ
る

な
ど
し
て
「
実
践
↓
内
省
↓
気
づ
き
」

の
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
教

員
が
〝
つ
っ
こ
み
〞
を
入
れ
る
こ
と
で

「
気
づ
き
」
が
「
理
論
」
へ
と
変
わ
る

よ
う
促
し
、「
理
論
↓
計
画
」
へ
と
発

展
さ
せ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

主
体
的
に
学
ぶ
態
度
を
育
成
し
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
学
習
成
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス

と
し
て
、ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積

し
て
い
く
、
と
い
う
流
れ
だ
。

　
生
徒
が
活
動
履
歴
を
蓄
積
す
る
し
く

み
に
教
員
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
背

景
に
は
、
２
０
１
７
年
度
末
に
告
示
さ

れ
る
次
期
学
習
指
導
要
領
が
あ
る
。

　
今
回
の
改
訂
で
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
に
加
え
て
、

知
っ
て
い
る
こ
と
を
活
用
し
て
「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
意
識
し
た

指
導
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
下
記
図

表
）。
つ
ま
り
、
多
様
な
活
動
の
中
で

生
徒
が
自
覚
的
に
振
り
返
り
、
主
体
的

な
学
び
や
自
発
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

行
え
る
よ
う
に
、
教
員
が
助
言
す
る
こ

と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
先
高
校
で
は
、
入
試
対
応
と
高

校
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
育
成
の
両

面
か
ら
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
利
用

が
必
然
的
に
拡
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

高大接続×学びの記録
――山梨県での大学と高校の取り組み――

山梨県教育庁
高校教育課指導担当　
副主幹・指導主事

﨑田  哲

　研究会がスタートした当初、高校側
と大学側とでは考え方に違いがあった
と思います。高校側からはeポートフォ
リオの入試活用に慎重な意見も出ま
した。そのため、私は最初の会で、高校
関係者に２つのポイントを話しました。
　１つ目は、「小学校から大学までの

16年間で一人の人間を育てているという意識を持つことが必
要だ」ということ。２つ目は、「大学に生徒を受け入れてもらうため
のeポートフォリオづくりを話し合う研究会ではない」ということで
す。というのも、この会は互いに本音で意見をぶつけ、生徒が
持っている力を適切に評価するしくみを検討する会であるべきだ
と思うからです。初年度に関しては、大学との関係性、高校間の
横のつながりは構築できたと感じています。

　これまでの教育では、正解を導き出すことが評価されてきまし
た。しかし、答えのない時代では、「なぜ、正解とされるのか」「果た
してそれが本当に正解なのか」を多様な観点から考え直すことが
必要になることでしょう。加えて、さまざまな課題を自分のこととし
て捉え、自ら「何ができるのか」を考え、他者と協働し、解決に取り
組む姿勢も問われるようになります。時には立ち止まってじっと考
えることも必要でしょう。こうした高校生の活動の中の“プロセス”
や“視点”を、その“成果”と合わせて適切に評価できるようになれ
ば、これからの社会の変化に対応した教育の改善が進んでいく
のではないでしょうか。
　eポートフォリオは、そのための有効な手立てではありますが、評価
方法に関しては一層の研究が必要です。この研究会を通して、e
ポートフォリオの記録を客観的根拠としてどう用いることができるのか
を、高校と大学が共に考え、詰めていきたいと思います。

小学校から大学まで
１６年間で人を育てるしくみづくり

県教委
の声

【図表】「何ができるようになるか」を重視
～次期学習指導要領改訂のポイント

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」をもとに編集部で作成

何ができるようになるか
新しい時代に必要となる資質・
能力の育成と、学習評価の充実

主体的・対話的で深い学び（「ア
クティブ・ラーニング」）の視点か
らの学習過程の改善

どのように学ぶか何を学ぶか
新しい時代に必要となる資質・
能力を踏まえた教科・科目等の
新設や目標・内容の見直し

▲東京会場での研究会の様子。

＊ベネッセコーポレーション主催。東京学芸大学などとの共同研究の成果などが報告された。

＊

　
一
方
で
、
高
校
生
の
努
力
や
成
長
を

大
学
が
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
点

つ
い
て
は
、
高
校
側
の
不
安
と
期
待
は

大
き
い
。
入
試
の
設
計
と
広
報
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
う
し
た
高
校
の
不
安
を

取
り
除
き
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
に
も

配
慮
し
た
い
。
次
に
紹
介
す
る
山
梨
県

で
の
大
学
と
高
校
の
共
同
研
究
会
は
、

そ
の
好
事
例
と
言
え
る
。

 「主体性等」をどう測るか？課題1

大学
の声

取材・文／本間学　撮影／荒川潤
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国際性

理論性

現実的態度

指導性

説得力

発信力

共感力

協調性

持続力

ストレス耐性

適応力

意欲

自主性

創造的態度

規律性

情報収集力情報収集力

自己統制力

IT適応力

21 20

＊ベネッセ教育総合研究所　「第3回大学生の学習・生活実態調査」（2016年）より
＊2016年度調査において肯定回答率が40％を上回った回答項目を抜粋

＊ベネッセ i-キャリア「自己発見レポート」全国集計データ　2007～2013年の全国平均偏差値の推移をグラフ化

大学の授業形式は変わりつつある 
～大学生の授業形式別の経験率

「主体性等」をどう育てるか？課題2

従
順
な
ツ
ア
ー
客
で
あ
る
学
生
の

「
主
体
性
等
」と
ど
う
向
き
合
う
か
？

デ
ー
タ
に
表
れ
た
、イ
マ
ド
キ
の
大
学
生
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
。

大
学
は
彼
ら
、彼
女
ら
の「
主
体
性
等
」を
引
き
出
す
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、Ｉ
Ｒ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

　
今
の
学
生
の
印
象
を
大
学
の
教
職
員

の
方
々
に
伺
う
と
、「
非
常
に
ま
じ
め

だ
が
受
け
身
の
姿
勢
が
め
だ
つ
」
と

い
っ
た
お
答
え
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
実
際
に
、
2
0
0
7
〜
２
０
１
３

年
に
か
け
て
社
会
的
な
強
み
と
な
る
項

目
を
大
学
入
学
時
点
で
測
定
し
た
結
果

に
よ
る
と
、
め
だ
っ
て
高
い
の
は
「
協

調
性
」
で
し
た
【
図
表
１
】。「
適
応
力
」

や
「
規
律
性
」
も
高
い
こ
と
か
ら
、
当

時
の
大
学
生
を
「
従
順
な
ツ
ア
ー
客
」

と
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
10

年
た
っ
た
現
在
も
、
い
ま
だ
に
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
共
感
を
呼
ぶ
と
す
れ

ば
、
現
在
の
学
生
は
当
時
と
同
じ
か
、

よ
り
「
従
順
」
に
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
測
定
結
果
を
経
年
で
比

較
し
て
も
、「
協
調
性
」
は
高
い
ま
ま
、

「
自
己
統
制
力
」
や
「
規
律
性
」
は
よ

り
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

「
自
主
性
」
が
高
ま
っ
て
は
い
る
も
の

の
、「
創
造
的
態
度
」
が
年
々
低
下
し

て
い
る
状
況
を
見
る
と
、「
主
体
性
等
」

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
発
揮
し
て
創

造
的
な
活
動
を
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な

こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
主
体
性
等
」
を
育
成
す
る
学
び
の

機
会
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
２
】

を
見
る
と
、
大
学
教
育
の
中
で
は
こ
れ

ら
の
機
会
は
10
年
前
に
比
べ
て
格
段
に

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
に
対

す
る
実
感
が
依
然「
従
順
な
ツ
ア
ー
客
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
大
学
の
授
業
が
意
欲

を
喚
起
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、

実
施
後
に
学
生
は
ど
ん
な
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
そ
れ

ら
の
学
び
の
機
会
の
実
効
性
を
今
一
度

点
検
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
教

育
の
質
保
証
や
学
修
成
果
の
可
視
化

は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

実
施
率
」
と
い
っ
た
定
量
的
な
デ
ー
タ

だ
け
で
な
く
、
学
生
が
ど
の
よ
う
な
意

識
で
学
修
経
験
を
積
み
、
そ
こ
か
ら
何

を
得
て
い
る
の
か
（
あ
る
い
は
得
ら
れ

て
い
な
い
の
か
）
ま
で
確
認
し
て
初
め

て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す

【
図
表
３
】。

　
２
０
２
４
年
度
に
は
高
校
に
お
い
て

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と

な
り
、
大
学
入
学
者
の
学
び
の
履
歴
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
探
究
活
動
や
教

科
横
断
的
知
識
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
個
々
の
経
験
、
ま
た
そ
の

経
験
を
ど
こ
ま
で
内
実
化
で
き
て
い
る

か
の
レ
ベ
ル
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多

様
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
高
校
ま
で
の
学
習
履
歴
の
違

（一財）大学IR総研
調査研究部

村山和生

む
ら
や
ま
か
ず
お
●
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
大
学
入

試
分
析
担
当
な
ど
を
経
て
、㈱
ベ
ネ
ッ
セ 

i
‐
キ
ャ
リ
ア
に
て
高
等

教
育
全
般
の
調
査
研
究
に
従
事
。２
０
１
７
年
４
月
よ
り
現
職
。

学
習
履
歴
の
多
様
化
に
備
え

個
々
に
向
き
合
う
体
制
を

い
を
視
野
に
入
れ
、
よ
り
個
人
個
人
に

向
き
合
っ
た
学
生
把
握
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
大
学
教
育

の
役
割
と
し
て
「
陳
腐
化
し
な
い
普
遍

的
な
ス
キ
ル
、
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
育
成

が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
【
図
表
３
】。

こ
れ
は
ま
さ
に
次
期
学
習
指
導
要
領
が

小
中
高
で
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
部

分
で
す
か
ら
、
大
学
教
育
は
そ
の
学
び

を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
も
し
学
生
の
学
び
の
意
識
・
姿
勢
が

そ
ち
ら
に
向
か
ず
、「
従
順
」
な
ま
ま

で
あ
る
な
ら
、
高
校
ま
で
に
学
ん
で
き

た
こ
と
、
こ
の
大
学
を
志
望
し
た
理
由

や
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
入

試
で
問
い
、
さ
ら
に
入
学
前
や
初
年
度

の
段
階
で
丁
寧
に
再
確
認
さ
せ
る
こ
と

も
効
果
的
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
多
様
化
す
る
入
学
者
に
き
め
細
か
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
学
修
や
行
動
の

履
歴
を
可
視
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
そ
の
役
目
を
果

た
す
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
で
し
ょ

う
。
高
校
、
大
学
、
企
業
、
そ
れ
ぞ
れ

が
受
け
入
れ
た
人
の
個
々
の
体
験
を
ふ

ま
え
な
が
ら
連
続
的
に
成
長
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
に
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が

共
通
言
語
化
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
高
大

社
で
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
理
想
的
で
す
。

【図表２】

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

教室外で
体験的な活動や
実習を行う授業

実験や調査の
機会を取り入れた
授業

提出物に教員から
のコメントが付されて
返却される授業

少人数のゼミ・演習
形式の授業

ディスカッション
の機会を
取り入れた授業

プレゼンテーション
の機会を
取り入れた授業

グループワーク
などの協同作業を
する授業

普遍的な力の育成は大学の役目
～中教審が示す高等教育の将来像

【図表３】

大学教育が提供すべきもの
　急速な社会の変化の中で陳腐化しない普遍的なスキル、リテラシー

　変化に迅速かつ柔軟に対応できる教育研究システムの構築
　18歳人口の減少を踏まえた、大学の規模や地域配置の再編
　教育の質の保証と情報公開

＊中央教育審議会大学分科会将来構想部会
「今後の高等教育の将来像の提示に向けた論点整理」（2017）を編集部が抜粋・加工

一般教育・共通教育と専門教育を通じた汎用的能力の育成
強みとなる専門分野と幅広い視野を兼ね備えた人材の育成

　第４次産業革命時代の新たなリテラシー
　　数理・データサイエンス

可視化や公開を検討すべきもの
（学修時間、GPA、退学率、就職率、資格取得、アセスメントテスト、
ルーブリック、ポートフォリオ、学生の成長実感、満足度調査  など）

目的はあるが計画
は立てられない

誘導にはしっかり
ついていく

我慢強い

単独行動は
しない

オピニオン
課
題
2
「
主
体
性
等
」を
ど
う
育
て
る
か
？

取材・文／児山雄介

 10
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
 !?

大
学
生
の
受
け
身
な
姿
勢

学
び
を
実
質
化
さ
せ
て
こ
そ

教
育
は
生
き
る

（％）

年を追うごとにより「従順」になる学生
～大学新入生の強みの変化

【図表１】
今の学生＝「従順なツアー客」!?

そのために大学が改革すべきこと

53.3
59.1 

71.4

51.0
57.6 

67.0 

46.7 
54.2

65.7 

62.9 
64.7

61.9 

46.1 
50.5
50.8 

40.7 
43.7 

50.5 

45.1
49.6 
49.8 

32.4 

41.1
39.1 

44.0 45.0 46.0 47.0 48.0 49.0 50.0 51.0偏差値

教員と双方向の
やりとりがある授業

2007年
2008年
2009年
2010年
2011年
2012年
2013年
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「
主
体
性
等
」を
育
む

入
学
前
教
育
と
は

入
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
今
後
、

「
主
体
性
等
」の
育
成
を
高
大
で
つ
な
ぐ

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
状
の
課
題
と
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

効
果
を
あ
げ
始
め
て
い
る

大
学
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。

解決のヒント①

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

23 22

学習習慣維持

高校の復習

大学の学習

大学帰属意識形成

意欲喚起の施策作成

学力アッププログラム作成

入学前教育のための組織・体制作り

入学前教育に対する教員の意欲

出身高校との連携

経費の確保

50%

29%

10%

4%

3%

3%

意欲を喚起させたくても、実態は高校の学習の延長   
入学前教育をより充実したものにする
ための最も重要だと考える課題     （H28年度入試）

入学前教育実施の目的
（H28年度入試）  

80%

67%

64%

44%

「主体性等」をどう育てるか？課題2

学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
、入
学
後
の
教
育
に
つ
な
げ
て
い
る
か
？

入
試
改
革
は
入
学
前
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

　
学
び
へ
の
意
欲
は
、
主
体
的
に
学
び

に
向
か
う
姿
勢
の
土
台
と
な
る
も
の
で

す
。
入
学
前
教
育
は
入
学
者
に
接
し
、

そ
の
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う

よ
い
機
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
実
に

は
半
数
の
大
学
が
、
入
学
者
の
「
意
欲

喚
起
」
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
（
下
表
）。

　
現
状
、
主
流
と
な
っ
て
い
る
入
学
前

教
育
は
、
高
校
の
教
科
学
習
を
補
填
す

る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
と
、
課
題
図
書

を
読
ん
で
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。し
か
し
、

当
社
の
学
生
調
査
に
よ
る
と
、
課
題
の

意
図
が
彼
ら
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
数
あ
り
ま
す
。
た
だ
「
や
り
な

さ
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
学
び
が

大
学
で
ど
う
生
き
る
の
か
、
学
び
へ
の
動

機
付
け
が
必
要
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
等
に

つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
振
り

返
り
の
機
会
を
設
け
な
い
と
、
入
学
者

の
大
学
に
対
す
る
期
待
度
は
高
ま
ら
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
も
、
教
員
の

負
荷
が
大
き
い
た
め
、
手
が
回
ら
な
い

と
の
声
も
多
く
耳
に
し
ま
す
。

　
高
校
の
先
生
か
ら
は
、
探
究
学
習
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
が

進
む
一
方
で
、
そ
れ
ら
が
大
学
の
学
問

に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
生
徒

に
意
識
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。
培
っ
て
き
た
「
主
体
性

等
」
が
大
学
で
ど
う
生
か
せ
る
の
か
、

入
学
前
教
育
を
通
じ
て
そ
の
一
端
を
提

示
で
き
れ
ば
、
高
大
接
続
の
取
り
組
み

と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
入
学
後
の
学
生
支
援
の
観
点
か
ら

も
、
入
学
前
教
育
は
有
効
で
す
。
入
学

前
教
育
の
実
施
結
果
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
個
別
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
き
め

細
か
な
教
育
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
入
学
前
教
育
を
「
導
入
教
育
」
と

し
て
位
置
付
け
、
新
入
生
一
人
ひ
と
り

を
よ
り
多
面
的
に
把
握
し
、
指
導
す
る

体
制
を
確
立
し
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
ポ
リ
シ
ー
に
の
っ
と
っ
た
も
の
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
入
学
前
教
育
を
始
め
て
10
年
以
上
た

つ
大
学
も
多
く
あ
り
ま
す
。
入
学
ま
で

の
空
白
期
間
を
埋
め
る「
と
り
あ
え
ず
」

の
措
置
で
は
な
く
、
入
学
者
の
主
体
性

を
育
む
第
一
歩
と
し
、
取
り
組
み
を
見

直
す
大
学
も
出
て
き
ま
し
た
。
P.
24

で
は
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（株）進研アド  改革支援室

石田あすみこ

い
し
だ
あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド
に
て
入
社
以
来
、大
学
の

高
大
接
続
支
援
に
携
わ
る
。

入学者のデータを収集し
入学後の指導に生かしているか５

組織全体で目的意識の統一が
なされているか4

カリキュラムポリシーに沿った
プログラムになっているか3

学生に結果をフィードバックし
振り返りをさせているか2

入学後の学びに向かう意欲を
育てているか1 単調なドリルをこなすだけの課題では、意欲が上がらないどころか、
大学での学びへの期待が下がることもある。
高校と大学のつながりを実感させ、期待を持って入学できるようなプログラムにしたい。

「解いて終わり」「提出して終わり」では、学生は自身の力を把握することが難しい。
大学側から結果をフィードバックすることで取り組みの成果を実感させ、
できているところ、できていないところを自覚させることが大切だ。

自学の学生を育てる第一歩が入学前教育であると考えれば、
育成したい人材像や、入学後の教育方針や内容と連動したものであるべき。
カリキュラムポリシーを踏まえて、プログラムの内容を検討しよう。

「何を課しているのか担当教員しか知らない」状態では、入学後の教育に生かせない。
入学者に携わる主な教職員が、プログラムの目的、内容、結果を共有し、
役割に応じてそれらを活用できる体制が、教育に一体感をもたらす。

入学前教育は、入学者の学習習慣や姿勢、学力、汎用的スキルなどを知る機会でもある。
課題の提出状況、成績、アンケートの回答などから個々の入学者の傾向を読み取っておけば、
入学後必要に応じて適切な教育や支援を開始できる。

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

＊文部科学省大学入試室調べ

入学前教育見直し

５つの視点
入
学
前
教
育
を
課
す
意
図
が

入
学
者
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

高
校
が
育
て
た「
主
体
性
等
」を

大
学
の
学
び
に
接
続
す
る
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入学前教育を見直し、主体的に学ぶ意欲の向上に取り組む
３大学を紹介する。
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課 題 見直しの観点 BEFORE AFTER 成 果 将来構想

▶恵庭キャンパス
▶学生数／593人

※健康栄養学科のみのデータ

個
々
の
入
学
者
を
知
り

入
学
後
の
教
育
に
生
か
す

受
講
率
を
向
上
さ
せ
た

ト
ッ
プ
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

在
学
生
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

入
学
後
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

　
北
海
道
文
教
大
学
人
間
科
学
部
健
康

栄
養
学
科
は
、
入
学
者
に
添
削
課
題
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
課
し
、
そ
の
結
果
を

デ
ー
タ
と
し
て
取
得
。
入
学
後
の
教
育

に
生
か
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
を
学
科
の
教
員
間
で
共
有
し
、

学
力
や
意
欲
か
ら
、
指
導
を
強
化
す
べ

き
学
生
を
特
定
、
学
科
の
教
員
が
協
力

し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
入
学

後
、
早
期
に
手
を
打
ち
、
退
学
者
や
国

家
試
験
不
合
格
者
を
減
ら
そ
う
と
い
う

狙
い
で
す
。

　
今
後
は
、
出
席
率
、
成
績
等
の
入
学

後
の
状
況
や
、
国
家
試
験
の
合
否
な
ど

の
デ
ー
タ
と
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
生
の
傾
向
を
把

握
し
て
教
育
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
教
員
へ
の
＊
調
査
結
果
を
見
る

と
、８
割
以
上
が「
入
学
前
教
育
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
大
学
に
望

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
希
望
に
応
え
る
形

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
帝
京
平
成
大
学

が
入
学
者
に
送
付
し
て
い
る
、
入
学
前

教
育
の
受
講
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
書
き
手
は
学
長
や
学
科
長
。
数
行
の

定
型
文
で
済
ま
せ
る
大
学
が
多
い
中
、

入
学
後
に
ど
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
、

入
学
前
教
育
は
そ
の
学
び
に
ど
の
よ
う

に
役
立
つ
の
か
、
入
学
を
ど
れ
だ
け
待

ち
わ
び
て
い
る
か
な
ど
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
が
必
須
で
あ
る
一
部
の
入
試
方

式
の
合
格
者
の
ほ
か
は
、
希
望
者
の
み

が
受
講
す
る
形
式
で
す
が
、
２
０
１
４

年
に
こ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら

受
講
率
が
上
昇
し
、
現
在
も
改
善
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部
は
、
以
前

か
ら
採
り
入
れ
て
い
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
、
受
動
的
な
講
義
形
式
か
ら
、
参
加

型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
変
え
ま
し

た
。
在
学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

務
め
る
こ
と
に
よ
り
、
協
働
的
な
学
び

方
や
将
来
像
を
伝
え
、
知
的
好
奇
心
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
だ
け
の
取
り
組
み
だ

と
、
そ
の
時
は
合
格
者
の
意
欲
が
高

ま
っ
て
も
、
効
果
が
長
続
き
し
に
く
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
同
学
部

で
は
、
添
削
課
題
と
そ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
入
学
後
の
学
び
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
。さ
ら
に
、

入
学
後
に
個
人
面
談
を
実
施
し
て
フ
ォ

ロ
ー
に
連
続
性
を
持
た
せ
、
高
い
意
欲

を
保
っ
た
ま
ま
初
年
次
の
学
び
へ
と
向

か
わ
せ
て
い
ま
す
。

主体的に学ぶ意欲を喚起する 入学前教育見直し事例

●内容理解や復習などに、学生が
主体的に取り組めるようにする

●学力下位層の基礎学力を底上げ
する

●入学者の学力、学習スキル、意欲
等の把握

●データを教員間で共有し、入学後
の教育に活用する

●入学者間の学力差が大きく、学力
下位層は入学後の学習意欲が低
くなりがち。効果的な対策を打てて
いない

●課題を一方的に出すのみで、意
義の説明や添削などのフォローが
できていない

●担当教員以外に課題の内容、結
果が共有されていない

●入学前教育にどのような効果があ
るのか検証できていない

推薦・ＡＯ入試による
入学者（全員）

一般入試を含む
全入学者

復習できる添削課題

入学時に担当した教員が、
持ち上がりで４年次まで
学生支援を担当（検討中）

対象者

実施内容

実施体制

課題図書を指定し、
レポート等を提出

教員が毎年
持ち回りで担当

●入学前教育の受講結果から指導
を強化すべき学生を見つけ、上級
生が指導するしくみを構築する

●受講結果から国家試験の成否に
至るまで、追跡調査を実施。データ
を活用した教育改善を進める

●ただ課題を解くだけでなく、テキスト
による「内容理解」、添削結果を参
照した「復習」が可能に

●入学前に学力が把握できるように
なったため、入学後に行っていた基
礎学力テストが不要になった

●データを指導に生かせる点に大学
が理解を示し、学科予算ではなく大
学予算がつくことに

●教員がデータの重要性を再認識
し、ＩＲの充実につながった

「主体性等」をどう育てるか？課題2

▶５学部19学科
▶池袋、中野、千葉、ちはら台
　各キャンパス
▶学生数／10298人

●教材受講率の向上
●受講者のレベル、入学後の学び

に合った教材を提供し、大学生活
に対するモチベーションを高める

●受講の意義を入学者に伝える
●ワーキンググループが複数業者の

教材を調査して各学科に情報を
提供、教育改善に役立つ教材を
選択させる

●受講率が低下
●入試対策の延長線上にある内容

で、入学後の学びとの関連が薄い
●入学前教育の意義を受講生に説

明できていない
●前年度の内容を踏襲するルーチ

ンワークとなっており、ＰＤＣＡサイ
クルを回す意識が不足がち

2018年度からは
一般入試入学者へも
拡大

学科の専門性に関連した
添削課題を学長や学科長
からの入学前教育の意義
を説くメッセージ付きで送付

運用を外部業者と
協働で行う

対象者

実施内容

実施体制

映像教材

運用を外部業者に
アウトソーシング

●入学前教育の受講結果と、入学
後のアンケート調査を照らし合わせ
て成果を検証、より効果的な実施
対象・方法を検討する

●受講率が約20％上昇（見直し前と
比較した2016年度の受講率）

●受講者の提出状況、学習スキル、
意欲など詳細なデータが取得でき
るように

●各学科の入学前教育に対する意
識が高まり、添削課題に加えて独
自の学習資料等を提供するように
なった

▶福岡キャンパス
▶学生数／1653人

※産業理工学部のみのデータ

●基礎学力だけでなく、大学の学び
に対するモチベーションを高める

●添削課題の提出率の向上
●教員負荷の軽減
●個別指導に生かせるさまざまな

データの取得

●推薦・ＡＯ入試入学者の、学びに
対する主体性が弱い

●スクーリングは一方的な講義なの
で、主体性を育むための働きかけ
が弱い

●添削課題の提出率が低い
●作問や添削は教員の負担が大

きい
●添削課題の内容は学科ごとに異

なるため、結果データを比較でき
ない

推薦・ＡＯ入試入学者
（全員）

同じ

・スクーリングに、課題解決型
 のグループワークを導入
・全国の大学とデータの比較
 可能な添削課題に統一

・スクーリングのファシリテー
 ターとして在学生を起用
・添削課題の運用を外部
 業者がサポート

対象者

実施内容

実施体制

・スクーリング
 （教員による講義）
・独自の添削課題
（学科別）

全て教員が行う

●入学前教育の受講結果から成績
データ、学生生活情報まで各デー
タを連結し、連続した個別指導を
具体化していく

●スクーリング時、参加者（入学者、
在校生）の姿勢が前向きに

●添削課題の取り組み姿勢や成績
が学科間で比較可能に

●添削課題の提出率の向上
●教員負荷の軽減

・ＡＯ特別入試による
 入学者（全員）
・他のＡＯ入試と推薦入試に
 よる入学者（受講希望者）

＊ベネッセ教育総合研究所「高大接続に関する調査」2013年

人間科学部
健康栄養学科

帝京平成大学

産業理工学部

北海道文教大学

近畿大学
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「
主
体
性
等
」を
育
む

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
企
業
採
用
と
は

解決のヒント②
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支
援・採
用
は
共
に
過
渡
期

既
存
の
採
用
シ
ス
テ
ム
に
課
題

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
た

企
業
の
新
た
な
採
用
手
法

「主体性等」をどう育てるか？課題2

早
期
か
ら
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
に
よ
り

社
会
と
リ
ン
ク
し
、学
び
の
必
要
性
を
知
る

　
企
業
の
求
め
る
人
材
要
件
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
大
学
で
も
強

く
意
識
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
伺
う

と
、
例
え
ば
「
主
体
性
等
」
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
、
学
生
時

代
の
ど
ん
な
経
験
が
そ
れ
ら
を
育
て
る

の
か
、「
主
体
性
等
」
が
社
会
で
ど
う
役

立
つ
の
か
を
、
学
生
に
具
体
的
に
説
明

し
づ
ら
い
と
お
悩
み
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、大
学
の
中
で「
学
生
時
代
の
経
験
」

「
経
験
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
」「
内
定
獲

得
」「
就
業
後
の
活
躍
」
そ
れ
ぞ
れ
の
相

関
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
が
、
蓄
積
さ
れ

て
い
な
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
既
存
の
採
用
シ
ス
テ
ム
に
も
課
題
が

あ
り
ま
す
。
一
括
エ
ン
ト
リ
ー
で
大
量

の
求
職
者
を
集
め
る
方
式
で
は
、
ま
ず

大
学
名
や
筆
記
試
験
で
人
数
を
絞
り
、

面
接
で
初
め
て
学
生
個
人
に
つ
い
て
探

り
ま
す
。
学
生
の
情
報
を
十
分
に
得
ら

れ
な
い
ま
ま
採
用
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
、
本
当
に
必
要
な
人
材
を
取
り
こ
ぼ

し
て
い
る
可
能
性
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
企
業
は
新
た
な
採
用
手
法

を
取
り
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
一
つ
が

「
Ｈ
R
テ
ッ
ク
」【
図
表
１
】
の
活
用
で
、

例
え
ば
入
社
後
に
活
躍
す
る
人
材
要
件

を
見
い
だ
し
、
I
T
を
活
用
し
て
合
致

す
る
人
材
を
探
し
出
す
手
法
等
で
す
。

も
う
一
つ
は
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。
求
職
者
を
数
多
く

集
め
て
か
ら
絞
り
込
む
の
で
は
な
く
、

公
開
さ
れ
た
学
生
の
情
報
を
見
て
、
自

社
に
合
う
人
材
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手

法
で
す
【
図
表
２
】。

　
企
業
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
る
学
生
の
学

修
・
行
動
歴
に
着
目
し
、
採
用
に
活
用

し
始
め
て
い
る
の
で
す
。
最
近
は
１
、

２
年
次
の
学
生
に
対
し
て
、ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
内
容
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
提
供
す
る
な
ど
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
う
ま
く
活
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
低

学
年
か
ら
の
利
用
と
情
報
の
公
開
の
２

点
に
あ
り
ま
す
。

　
低
学
年
か
ら
学
習
や
行
動
の
詳
細
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、【
図

表
３
】
に
あ
る
「
自
律
サ
イ
ク
ル
」
を

（株）ベネッセｉーキャリア
新卒事業本部　事業推進部長

桜井貴史

さ
く
ら
い
た
か
ふ
み
●
大
手
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
経
て
、２
０

１
６
年
株
式
会
社
パ
ー
ソ
ル
キ
ャ
リ
ア
に
入
社
。一
貫
し
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
採
用
事
業
に
携
わ
る
。２
０
１
６
年
12
月
よ
り
現
職
。

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

よ
り
多
く
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
経
験
に
基
づ
く
正
確
な
自
己

認
知
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報

の
信
頼
性
を
高
め
る
う
え
で
も
量
と
具

体
性
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
思
考
力
な
ど

の
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
結
果
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
、

客
観
性
を
高
め
れ
ば
さ
ら
に
信
頼
性
は

高
ま
り
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
内
容
を
大
学
や

企
業
に
公
開
し
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
受
け
る
し
く
み
が
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
【
図
表
３
】。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
は
、認
め
る
、褒
め
る
（
認
知・称
賛
）

と
、
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
（
実
益
）

が
あ
り
ま
す
。
企
業
か
ら
の
接
触
は
、

学
生
に
と
っ
て
将
来
の
自
分
の
位
置
を

知
り
、
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
学
生
の
「
自
律
サ
イ
ク
ル
」
と
外
部

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
噛
み
合
え

ば
、
キ
ャ
リ
ア
と
学
び
の
さ
ら
な
る
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ダイレクトリクルーティングなど多様化する採用手法

ＨRテック（Human Resource×Technology）を活用した採用例

学生の個性、
タイプ

＝大量の母集団確保
＝高いコストをかけて一律の基準での選抜
＝大量の「不合格者」

これまでの採用

均質な
新卒採用人材

大学生

母集団

内定者

ナビサイト登録

説明会実施

選 抜

ハイ
パフォーマー

ロー
パフォーマー

1.パフォーマンスによって
   社員を分ける

2.ハイパフォーマーの特性を
   ITによって分析

3.得られた特性に近い学生を
   リクルーティングする

新卒
採用時
の情報

アセス
メント

社内
サーベイ

社員 学生

eポートフォリオ
やアセスメントなど

【図表１】

【図表２】

【図表３】

自
律
サ
イ
ク
ル
が
も
た
ら
す

学
び
と
キ
ャ
リ
ア
の
相
乗
効
果

「
主
体
性
等
」
を
育
む
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
は
、企
業
も
注
目
し
始
め
て
い
る
。

企
業
と
大
学
が
学
生
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
学
生
に
育
ま
れ
る
力
と
は
。

経験・スキル

自己認知

内省 行動

・すべきこと、目標
・長所、短所・・・など

自律サイクル

eポートフォリオを活用して、
自律サイクルを言語化

認知・称賛

実益の提示

学びの進展

キャリアの進展

相乗効果

フィードバック

学生
（eポートフォリオによる言語化） （教育や採用に活用）

大学や企業
公開

・成績UPや単位取得
・採用試験のオファー

・評価、アドバイス

外部からのフィードバックを取り入れ、学びとキャリアを進展させる

＝1、2年次からのポートフォリオ登録
＝学修履歴や体験をキーとしてのマッチング
＝学生と企業双方のコスト削減

これからの採用

ナビサイト

ポートフォリオ
からのインターン
シップオファー

ダイレクト
リクルーティング

多様な
新卒採用人材
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特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

企業人事担当者が
語る！
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「主体性等」をどう育てるか？課題2

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
つ
な
が
る

「
学
ぶ
」と「
働
く
」と
は

業
界
は
世
紀
の
転
換
期

人
材
の
多
様
性
が
至
上
命
題

結
果
よ
り
プ
ロ
セ
ス
重
視
の

経
験
を
積
ん
で
き
て
ほ
し
い

選
考
で
重
視
す
る
の
は

主
体
性
や
協
働
性

　
自
動
車
業
界
は
今
、
１
０
０
年
に
一

度
の
変
革
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

動
運
転
技
術
、Ｅ
Ｖ
化
、Ｉ
Ｔ
化
な
ど
に

よ
り
、「
個
人
の
所
有
物
」「
移
動
手
段
」

と
い
っ
た
車
の
通
念
が
、
近
い
将
来
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
弊
社
に
お
け

る
採
用
活
動
の
一
番
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
多
様
性
」
で
す
。
決
ま
り
切
っ
た
価
値

観
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
、

車
の
つ
く
り
方
、
使
い
方
、
営
業
の
し

か
た
ま
で
を
考
え
ら
れ
る
企
業
に
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
人
材
は
、「
日
本
人
・
男

性
・
車
好
き
」
が
大
半
で
し
た
。
し
か

し
現
在
、
弊
社
の
顧
客
は
９
割
以
上
が

外
国
人
。
女
性
に
購
入
決
定
権
が
あ
り
、

車
好
き
に
売
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
の
価
値
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
変
わ
り

得
る
以
上
、
多
様
な
人
材
を
あ
ら
か
じ

め
揃
え
、
ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
理
系
の
場
合
、
製
造
業
務
と

関
連
が
強
い
機
械
系
の
学
生
が
多
か
っ

　
弊
社
で
は
こ
れ
ま
で
中
途
採
用
の
み

で
し
た
が
、
事
業
規
模
が
急
速
に
拡
大

し
、
研
修
や
人
事
制
度
が
整
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
２
０
１
４
年
か
ら
新
卒
採

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
新
卒
組
の
社
内

で
の
評
判
は
上
々
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ

の
活
躍
ぶ
り
と
、
出
身
大
学
の
入
学
難

易
度
や
学
生
時
代
の
〝
実
績
〞
に
相
関

は
な
い
と
い
う
印
象
を
得
て
い
ま
す
。

主
体
性
や
協
働
性
は

学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
に
こ
そ
あ
ら
わ
れ
る

試
行
錯
誤
す
る

中
で
の
行
動
が

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
む

と
く
さ
じ
ゅ
ん
い
ち
●
2
0
1
4
年
セ
ー
ル
ス

フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
入
社
。以
降
、新
卒
採
用
の
責

任
者
と
し
て
全
社
の
採
用
活
動
の
指
揮
を
執
る
。前

職
は
日
系
大
手
I
T
企
業
の
人
事
職
に
従
事
。

木
賊
淳
一

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー・フ
ォ
ー
ス 

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
選
考
時
に
主
に
見
て
い
る
の
は
、
弊

社
の
企
業
文
化
で
あ
る
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」「
オ
ハ
ナ
」
と
の
相
性
で
す
。

　「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
観
点
は
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
か
？ 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
動
し
た
り
学

ん
だ
り
し
て
い
る
か
？ 

新
た
な
挑
戦

を
し
た
人
ほ
ど
目
に
見
え
る
形
の
実

績
は
得
に
く
い
こ
と
か
ら
、極
端
な
話
、

実
績
は
ゼ
ロ
で
も
構
わ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、「
オ
ハ
ナ
」
と

は
ハ
ワ
イ
の
言
葉
で
「
家

族
」
を
意
味
し
ま
す
。
感

謝
、
信
頼
、
助
け
合
い
な

ど
を
大
切
に
し
て
働
け
る

か
ど
う
か
で
す
。
ど
の
よ
う
に
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
か
を
聞
い
て
、
こ
れ
ら

の
要
素
と
の
親
和
性
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

　
業
務
上
、
情
報
系
の
知
識
・
技
術
や

英
語
力
は
大
事
で
す
。
た
だ
、
I
T
業

界
は
変
化
が
激
し
く
、
私
達
社
員
も
現

在
進
行
形
で
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
時
点
の
能
力
よ
り
も
、
一
緒
に
走
っ

て
い
く
姿
勢
の
有
無
の
方
が
影
響
が
大

き
い
と
考
え
、
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
重
視
の
採
用
に
至
り
ま
し
た
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
世
界
が
ど

れ
ほ
ど
変
化
し
て
い
る
か
、
実
は
学
生

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
弊
社
の
知
名
度

も
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
学

生
へ
の
広
報
的
な
意
味

合
い
も
込
め
て
、
ダ
イ

レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
上
の
興
味
・
関
心
な

ど
を
見
て
、
弊
社
の
方

針
に
合
致
し
そ
う
な
学

生
に
声
を
か
け
、
I
T

業
界
、
そ
の
中
で
の
弊
社
の
存
在
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
上
に
は
、「
○

○
を
し
た
」「
が
ん
ば
っ
た
」「
大
変
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
結
果
や
感
想
だ
け
で
は

な
く
、
何
を
考
え
て
行
動
し
た
の
か
、

大
変
だ
っ
た
か
ら
ど
う
工
夫
し
た
の
か

な
ど
、本
人
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
、ス
ト
ー

リ
ー
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
記
述

が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
人
な
り

の
努
力
の
過
程
が
客
観
的
に
伝
わ
る
内

容
が
あ
れ
ば
、
入
社
後
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
就
活
を
始
め
る
時
期
は
記
入
の
時
間

も
限
ら
れ
、
詳
細
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
書
く
余
裕
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

む
し
ろ
低
学
年
の
う
ち
に
記
さ
れ
た
内

容
の
方
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
１
、
２
年
次
の
学
び
や
経
験
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
弊

社
も
採
用
活
動
の
枠
組
み
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
の
で
す
が
、
近
年
は

化
学
や
数
学
・
生
物
を

学
ん
だ
学
生
に
も
入
社

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
学
問
分
野

は
現
状
の
業
務
に
直
結

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
い
つ
必
要
な

時
代
が
来
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
仮
に
そ
れ
が

来
な
く
て
も
、
答
え
の

な
い
問
題
に
挑
み
解
決

す
る
プ
ロ
セ
ス
、
結
果

を
ま
と
め
る
力
な
ど
は

業
務
に
生
か
せ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
選
考
時
に

は
活
動
実
績
や
専
門
性

よ
り
も
、
主
体
性
や
協
働
性
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
誰
か
に
指
示
さ
れ
て
動
く

の
で
は
な
く
、
目
標
設
定
か
ら
自
分
で

行
っ
て
い
る
か
？ 
性
別
、
国
籍
、
専
門

分
野
が
異
な
る
人
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
か
？ 

こ

う
し
た
資
質
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

か
ら
は
な
か
な
か
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
点
、
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
事

前
面
談
な
ど
、
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
の
過
程
で
得
る
情
報
は
比
較

的
精
度
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ダ

イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

採
用
は
ま
だ
採
用
全
体
の
数
％
で
す

が
、
今
後
、
比
率
は
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
近
年
感
じ
る
の
は
、
受
け
身
の
学
生

が
多
い
と
い
う
こ
と
。そ
の
背
景
に
は
、

活
動
実
績
を
つ
く
ら
せ
て
あ
げ
た
い
ば

か
り
に
、
大
人
が
手
を
貸
し
す
ぎ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

ト
の
姿
勢
を
「
失
敗
し
て
も
い
い
」
く

ら
い
の
温
度
感
に
し
た
ほ
う
が
、
む
し

ろ
学
生
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
得
る
も

の
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
弊
社
の
課
題
は
、
必
要
な
人

材
像
や「
多
様
性
」の
バ
ラ
ン
ス
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
す
。ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

に
共
通
す
る
特
性
の
分
析
を
進
め
、
採

用
活
動
の
確
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

５
年
後
の
採
用
は
こ
う
な
る
！

５
年
後
の
採
用
は
こ
う
な
る
！

実
績
よ
り
も
行
動
に
注
目

努
力
の
過
程
こ
そ
が

入
社
後
の
活
躍
に
つ
な
が
る

取材・文／児山雄介　撮影／坂井公秋

業
種
・
業
態
に
か
か
わ
ら
ず
変
革
の
中
に
あ
る
企
業
こ
そ
、

学
生
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
す
る
。

働
く
こ
と
に
つ
な
が
る
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を

採
用
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
二
人
に
聞
い
た
。

▼
各
分
野
で
資
質
や
意
欲
が
高
い

　
学
生
を
企
業
側
か
ら
探
す
形
へ
。

▼
A
I
に
よ
る
資
質
の

　
優
先
度
判
定
が
一
般
的
に
。

▼
学
生
の
行
動
履
歴
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

　
情
報
が
選
考
の
判
断
基
準
に
。

▼
大
学
・
学
生
と
の
交
流
に
よ
る

　
業
界
理
解
の
深
化
。

1999年設立以来、世界をリードするCRM（顧客管理）を提供
し、企業と顧客の「つながり」を強化する支援を行っている。世
界中で15万社を超える企業の導入実績あり。米Forbes誌

「世界で最も革新的な企業 2017」にて第1位に選出。

（株）セールスフォース・ドットコム

三菱自動車工業（株）
1970年設立。本社は東京都港区。従業員数13,222
名。ブランドメッセージは『Drive Your Ambition』。
新型車「エクリプスクロス」に代表される独創的で存
在感のある車とサービスを世界160カ国以上に展開。

人
事
本
部

人
財
開
発
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

有
吉
晋
作

あ
り
よ
し
し
ん
さ
く
●
1
9
9
6
年
三
菱
自
動
車

工
業
株
式
会
社
入
社
。
購
買
調
達
、生
産
管
理
、地

区
人
事
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、2
0
1
6
年
人
事
本

部
人
財
開
発
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
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３
「主体性等」の評価と育成を考えることは、入試のみならず、
教育、学修成果を考え、設計することにつながる。
そのために外せない観点をまとめた。参考にされたい。

「主体性等」の評価と育成
　　 検討のための まとめ

▶入試と入学後の教育の接続
▶高校までの教育との接続
▶変化する社会と大学教育の接続

接続はどうか？２

▶データで見る入試～入学後の学生の現状
▶建学の精神や3ポリシーと入試の現状
▶学修成果の現状

現状はどうか？1

▶一般入試でも「主体性等」を測るしくみ
▶「主体性等」の情報を集めるしくみ
▶出願～合否判定を接続させるしくみ

しくみをどうするか？3

つのポイント

全受験生が対象になるので、効率的にできるシステムの構築が必須。
入試だけでなく教育にもつながるしくみにしたい。

自学の教育、高校教育、社会との接続のためには、
学内の各部署と連携し、全学的な視点を持つことが大切だ。

検討の出発点は、データやエビデンス。
事実に基づいた議論と意思決定を。IRの出番である。


